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　10月4日㈯、旧野中小学校が「妻有焼陶芸センター」とし
て生まれ変わりました。オープンに合わせ「妻有焼の里まつり」
が開催され、動物をかたどったミニ窯での窯焼きも披露されま
した。陶芸センターのある入間地区では、入間地区活性化プラ
ン会議を開催し、センターを利用した地域の活性化に取り組ん
でいます。

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

●100歳おめでとう 長寿番付
●十日町市の19年度決算ほか
●農業委員会からのお知らせ
●長寿医療制度／協働のまちづくり情報
●20年度公民館まつり
●ブロードバンド体験講座／総合防災訓練ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／トキめきのキセキ ほか
●まちの話題 TOPICS
●お知らせ・ガイドほか
●ジュニア芸術祭 －孟地小学校－
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９
月
19
日
㈮
、
田
口
市
長
と
県
十
日
町

地
域
振
興
局
の
元
矢
健
康
福
祉
部
長
が
、

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
14
人
を
訪
問

し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
状
と
銀
杯
、
県

知
事
の
祝
状
と
記
念
品
、
十
日
町
市
長
の

祝
状
と
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を

生
き
て
き
た
１
０
０
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
、
全
国
で
は
３
６
、
２
７
６
人
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。新
潟
県
で
は
９
１
８
人
、

そ
の
う
ち
市
内
で
は
35
人
で
す
。（
９
月

末
現
在
）

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん

● 

山
田
　
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
宮
中
）

● 

高
橋
　
チ
イ
さ
ん
（
本
町
６
―
１
）

● 

関
澤
　
ミ
ツ
さ
ん
（
倉
下
）

● 

今
藤
　
ミ
セ
さ
ん
（
上
野
）

● 

高
橋
　
リ
ヨ
さ
ん
（
宮
中
）

● 

髙
野
　
タ
ツ
さ
ん
（
水
沢
１
）

● 

小
宮
山
　
茂
さ
ん
（
北
原
）

● 

富
井
　
タ
キ
さ
ん
（
馬
場
３
）

● 

島
田
　
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
川
治
中
町
）

● 

大
井
　
正
司
さ
ん
（
美
咲
町
）

● 

丸
山
　
シ
ヅ
さ
ん
（
中
条
八
幡
）

● 

小
林
　
カ
ツ
イ
さ
ん
（
高
田
町
３
西
）

● 

瀧
澤
　
松
枝
さ
ん
（
小
原
）

● 

由
良
　
春
次
さ
ん
（
上
新
田
３
）

の
14
人
で
す
。
そ
の
う
ち
の
３
人
の
近
況

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
小
林
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
く
な
り
ま

し
た
が
、
ボ
ケ
っ
と
す
る
の
が
嫌
い
で
新

聞
を
読
ん
だ
り
編
み
物
を
す
る
の
を
日
課

に
し
て
い
ま
す
。
近
所
の
犬
に
え
さ
を
あ

げ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ
と
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
健
康
の
秘
け
つ

は
と
聞
く
と
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食

べ
る
こ
と
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
家

族
に
囲
ま
れ
て
健
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。

◇
大
井
さ
ん
は
、
専
門
的
な
本
を
注
文
し

て
読
ん
だ
り
、
興
味
の
あ
る
新
聞
記
事
を

ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
り
と
、
毎
日
を
忙
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
週
一
度
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
歩
行
訓
練
や
体
操
を
す
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
１
０
０
歳
ま
で
生

き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
自
分
の
体

を
労
り
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
き
た

の
が
良
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇
18
歳
か
ら
約
50
年
に
わ
た
っ
て
炭
焼
き

を
し
、現
在
も
足
腰
が
丈
夫
な
瀧
澤
さ
ん
。

ご
家
族
い
わ
く
、
働
く
こ
と
が
趣
味
と
の

こ
と
で
、
最
近
は
毎
日
午
前
中
に
布
ぞ
う

り
づ
く
り
を
し
た
り
、
暇
が
で
き
た
ら
ぬ

り
絵
や
散
歩
を
し
た
り
と
、
休
む
こ
と
な

く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。瀧
澤
さ
ん
は
、

「
わ
い
さ
す
ら
ん
が
好
き
な
ん
だ
」
と
朗

ら
か
な
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

小林　カツイさん
（高田町３丁目西）

瀧澤　松枝さん
（小　原）

大井　正司さん
（美咲町）

　
新
潟
県
と
十
日
町
市
は
、
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、
今
年
度
中
に
１
０
０

歳
を
迎
え
る
人
14
人
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
�
ま
た
、
市
で
は
88
歳
を
迎
え

る
人
３
７
５
人
に
祝
金
（
商
品
券
）
を
贈
り
ま
し
た
�

100歳100歳100歳おめでとう
　　ございます
おめでとう
　　ございます

100歳と88歳の人にお祝いをしました

　９月15日の敬老の日現在、市内の満90歳以上の高

齢者は1,172人です。番付表では98歳以上の82人を紹

介します。なお、掲載する人は掲載の承諾を得た人だ

けです。また、年齢は９月末日現在の満年齢です。

〈東〉 寿 〈西〉
名　　　前 生年月日 年齢 行政区名 名　　　前 生年月日 年齢 行政区名

高 橋 き よ さん 明治36年7月1日 105歳 川治上町第２ 横綱 高 橋 ヒ サ さん 明治37年3月4日 104歳 中仙田

根 津 英 作 さん 明治37年12月21日 103歳 高原田 大関 服 部 ミ サ ヲ さん 明治38年7月27日 103歳 上山

林　　 ナ ミ さん 明治38年9月7日 103歳 小泉第１ 関脇 児 玉 マ ス さん 明治38年10月24日 102歳 高原田

尾 身 マ ス さん 明治39年1月31日 102歳 鉢第２ 小結 菅 村 三 好 さん 明治39年4月7日 102歳 西寺町

本 山 カ ヨ さん 明治39年10月22日 101歳 田麦立 前頭１ 小 林 イ ト さん 明治39年11月19日 101歳 西本町２丁目

上 原 ハ ナ さん 明治39年12月10日 101歳 西浦町西 前頭２ 小 宮 山 マ ツ さん 明治39年12月15日 101歳 下条中央通り

山 本 ト シ エ さん 明治40年1月4日 101歳 小出 前頭３ 若 井 ミ サ さん 明治40年1月19日 101歳 松代

上 村 ノ イ さん 明治40年1月20日 101歳 高原田 前頭４ 夏 井 ヨ シ さん 明治40年2月9日 101歳 寿町２・３丁目

野 上 い と ゑ さん 明治40年2月18日 101歳 高島第２ 前頭５ 中 島 ム メ さん 明治40年4月16日 101歳 上山

根 津 ツ ネ さん 明治40年7月25日 101歳 袋町中 前頭６ 武 田 サ キ さん 明治40年8月16日 101歳 諏訪町

斎 木 ス ガ さん 明治40年10月3日 100歳 落之水 前頭７ 中 村 チ ヤ ノ さん 明治40年11月15日 100歳 岩瀬

大 井 カ ツ ノ さん 明治40年12月2日 100歳 寺尾 前頭８ 村 山 モ ト さん 明治40年12月18日 100歳 本町６丁目１

仲　　 ケ フ さん 明治41年1月2日 100歳 宮下町西 前頭９ 米 持 ハ ル イ チ さん 明治41年1月29日 100歳 春日町３丁目

池 田 フ ジ さん 明治41年2月1日 100歳 稲荷町１丁目 前頭10 生 越 伊 三 郎 さん 明治41年2月6日 100歳 下条栄町

生 越 キ ヌ さん 明治41年2月10日 100歳 諏訪町 前頭11 北 村 セ ツ さん 明治41年3月20日 100歳 東善寺

山 田 チ ヨ ノ さん 明治41年5月18日 100歳 宮中 前頭12 高 橋 チ イ さん 明治41年7月25日 100歳 本町６丁目１

関 澤 ミ ツ さん 明治41年8月21日 100歳 倉下 前頭13 今 藤 ミ セ さん 明治41年9月18日 100歳 上野

高 橋 リ ヨ さん 明治41年9月20日 100歳 宮中 前頭14 髙 野 タ ツ さん 明治41年11月5日 99歳 水沢第１

小 宮 山 茂 さん 明治41年11月10日 99歳 北原 前頭15 富 井 タ キ さん 明治41年12月5日 99歳 馬場第３

島 田 チ ヨ ノ さん 明治41年12月7日 99歳 川治中町 前頭16 大 井 正 司 さん 明治41年12月13日 99歳 美咲町

丸 山 シ ヅ さん 明治41年12月25日 99歳 中条八幡 前頭17 小 林 カ ツ イ さん 明治42年2月10日 99歳 高田町３丁目西

瀧 澤 松 枝 さん 明治42年3月10日 99歳 小原 前頭18 由 良 春 次 さん 明治42年3月13日 99歳 上新田第３

志 賀 マ ツ さん 明治42年4月17日 99歳 下川手 前頭19 南 雲 チ ヤ ウ さん 明治42年4月24日 99歳 上山

小 川 ソ カ さん 明治42年4月25日 99歳 上野 前頭20 瀧 澤　 ト ラ さん 明治42年5月9日 99歳 四日町第３

桑 原 ハ ツ さん 明治42年5月24日 99歳 田代 前頭21 樋 口 ト ク さん 明治42年6月22日 99歳 朴木沢

蕪 木 倉 治 さん 明治42年7月22日 99歳 諏訪町 前頭22 内 山 ミ チ さん 明治42年8月5日 99歳 太平

桐 生 梅 治 さん 明治42年9月2日 99歳 高原田 前頭23 真 明 キ ク エ さん 明治42年9月18日 99歳 千手上町

佐 藤 修 一 さん 明治42年9月20日 99歳 高山第４ 前頭24 小 川 イ ト さん 明治42年10月13日 98歳 幸町

村 山 イ セ さん 明治42年10月15日 98歳 為永 前頭25 小 林 サ ワ さん 明治42年11月8日 98歳 高原田

仲 村 タ ノ さん 明治42年11月9日 98歳 太平 前頭26 高 橋 き つ さん 明治42年11月10日 98歳 赤谷

金 子 シ マ さん 明治42年11月20日 98歳 稲荷町２丁目 前頭27 齋 喜 ト メ さん 明治42年12月7日 98歳 倉俣

大 井 ミ ヨ さん 明治42年12月17日 98歳 高原田 前頭28 村 山 サ ヨ さん 明治43年1月10日 98歳 四日町新田第２

児 玉 イ シ さん 明治43年1月18日 98歳 高原田 前頭29 高 橋 ハ ノ さん 明治43年1月28日 98歳 中仙田

水 落 ミ ツ さん 明治43年2月6日 98歳 原 前頭30 廣 田 ヤ ウ さん 明治43年2月7日 98歳 干溝

小 泉 チ ヨ さん 明治43年2月10日 98歳 幸町 前頭31 根 津 ヤ ス さん 明治43年2月12日 98歳 若宮町

佐 藤 キ イ さん 明治43年2月17日 98歳 本町６丁目１ 前頭32 星 名 佐 平 さん 明治43年2月17日 98歳 伊友

保 坂 ト ラ さん 明治43年3月5日 98歳 南鐙坂 前頭33 登 坂 キ ン さん 明治43年3月12日 98歳 新座第４の２

村 山 ヨ シ ノ さん 明治43年3月15日 98歳 高山第３ 前頭34 山 本 サ ダ さん 明治43年3月28日 98歳 山崎

関 谷 カ ネ さん 明治43年4月22日 98歳 松代 前頭35 水 落 ト ヨ さん 明治43年4月26日 98歳 岩野

島 田 ツ ネ さん 明治43年5月11日 98歳 本町７丁目２ 前頭36 滝 沢 綾 子 さん 明治43年5月27日 98歳 上山

樋 口 キ ク さん 明治43年6月20日 98歳 湯山 前頭37 金 子 金 作 さん 明治43年8月20日 98歳 倉俣
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長寿番付長寿番付長寿番付
平成20年度



地方交付税
118億3,584万円
（34.3%）〈△6.0％〉

県支出金
21億2,254万円（6.2%）〈△9.0％〉

国庫支出金
20億0,678万円（5.8%）〈△36.7％〉

地方消費税交付金
５億9,812万円
（1.7%）〈△33.3％〉

地方譲与税
４億6,236万円
（1.4%）〈△24.8％〉

市税
70億1,131万円（20.3%）〈5.9％〉

諸収入
22億8,362万円（6.6%）〈21.9％〉

繰越金
19億7,955万円（5.7%）
〈21.0％〉

使用料及び手数料
４億4,459万円（1.3%）〈△2.6％〉

分担金及び負担金
４億1,462万円（1.2%）〈2.8％〉

その他7億7,613万円（2.3%）〈27.0％〉

その他
３億1,290万円
（0.9%）〈△17.5％〉

地方交付税
118億3,584万円
（34.3%）〈△6.0％〉

市債
42億3,180万円
（12.3%）〈△23.9％〉

市債
42億3,180万円
（12.3%）〈△23.9％〉

歳入
依
存
財
源
62.6％

自
主
財
源
37.4％

依
存
財
源
62.6％

自
主
財
源
37.4％

民生費
105,100円

福祉の充実に

土木費
87,400円

道路の建設や
都市計画に

総務費
80,000円

人件費などに

公債費
78,000円

借入金の
返済に

教育費
50,100円

学校や社会
教育に

商工費
47,300円

産業や観光に

衛生費
29,400円

医療やごみ
処理などに

農林水産費
29,100円

農業などの
振興に

消防費
18,900円

防災安全の
ために

その他
15,200円

災害復旧や
議会の運営

などに

　市民の皆さんから市の財政を知っていただくため、市では毎年２回、財政のあらましを公表しています。今回は４・

５ページが決算状況、６ページでは市の今年度の７月末の予算執行状況と津南地域衛生施設組合の決算状況、７ペ

ージは十日町地域広域事務組合の決算状況と７月末の予算執行状況をお知らせします。

　また、８・９ページでは、市の財政を企業の会計と同じ視点で照らし、市の資産や負債などの状況を表したバラ

ンスシート（貸借対照表）と行政サービスにかかった費用などを表す行政コスト及び行政活動ごとの収支を表すキ

ャッシュ・フロー計算書をお知らせします。10ページでは、法律によって公表が義務付けられた、健全化判断比

率と資金不足比率をお知らせします。

会 計 名 歳入決算額㋑ 歳出決算額㋺ 差引額㋑−㋺
前年度対比 前年度対比

一般会計 344億8,016 △ 7.6 333億4,756 △ 5.7 11億3,260

特
別
会
計

国民健康保険 62億7,698 8.5 61億4,338 11.2 1億3,360

国民健康保険診療所 4億5,162 2.0 4億0,650 △ 3.3 4,512

老人保健 71億2,658 △ 2.9 69億6,813 △ 1.5 1億5,845

介護保険 49億7,278 0.0 48億4,583 3.2 1億2,695

簡易水道 13億4,223 0.9 12億2,867 0.9 1億1,356

下水道事業 41億9,342 28.7 40億4,990 31.3 1億4,352

農業集落排水事業 4億9,065 △ 28.0 4億2,790 △ 27.0 6,275

特別会計合計 248億5,426 4.4 240億7,031 6.5 7億8,395

合　　計 593億3,442 △ 3.0 574億1,787 △ 0.9 19億1,655

19
年
度

一
般・特
別
会
計
の
決
算

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
決
算
額
３
４
４

億
８
、
０
１
６
万
円
（
前
年
度
対
比
７
・

６
％
減
）、
歳
出
決
算
額
３
３
３
億
４
、

７
５
６
万
円
（
前
年
度
対
比
５
・
７
％
減
）

で
差
し
引
き
11
億
３
、
２
６
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：万円・％）

決算書及び関係諸表については、市役所本庁・支
所・公民館などで閲覧できます。
■問合せ：財政課☎757-3114

注：（　）内は構成比、
　　〈　〉内は前年度対比（単位：％）

財 産 の 状 況

土　　地 2,165万295㎡
建　　物 44万2,197㎡

有価証券 株　券 11億4,405万円

学校基金
山　林 22万6,831㎡
立　木 2,788㎥

土地開発基金
土　地 38,913㎡
現　金 1,454万円

一般旅券印紙
等購買基金

印紙類 78万円
現　金 122万円

その他基金
（全会計分）

現　金 48億9,459万円

（20.３.31現在）

【
一
般
会
計
歳
入
の
状
況
】

３
４
４
億
８
、０
１
６
万
円

前
年
度
対
比
7.6
％
減

◆
総
務
費

本
町
分
庁
舎
整
備
事
業
　
２
億
６
、
７
８
３

川
西
支
所
庁
舎
整
備
事
業
　
　
４
、
９
３
７

合
併
特
例
債
活
用
地
域
振
興
基
金
積
立
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
０
、
０
０
０

統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
（
明

許
繰
越
分
）
　
　
　
　
　
１
億
０
、
９
７
３

◆
民
生
費

心
身
障
害
児
者
福
祉
事
業
１
億
４
、
３
６
７

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
１
、
９
０
７

老
人
在
宅
支
援
対
策
事
業
　
　
８
、
１
７
９

児
童
手
当
支
給
事
業
　
　
４
億
２
、
０
５
３

中
越
沖
地
震
災
害
救
助
費
　
　
７
、
１
３
４

◆
衛
生
費

医
療
費
助
成
事
業
　
　
　
１
億
０
、
４
０
２

老
人
保
健
事
業
　
　
　
　
　
　
８
、
９
４
６

が
ん
検
診
事
業
　
　
　
　
　
　
６
、
７
７
７

各
種
予
防
接
種
事
業
　
　
　
　
８
、
４
０
５

じ
ん
芥
処
理
費
（
明
許
繰
越
分
含
む
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
８
、
１
５
９

し
尿
処
理
費
（
明
許
繰
越
分
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
、
９
２
９

◆
農
林
業
費

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
４
、
４
５
８

埋
設
農
薬
適
正
化
事
業
　
　
　
５
、
１
３
０

一
般
土
地
改
良
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
、
１
２
５

ほ
場
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
７
、
８
１
２

林
道
整
備
事
業
（
事
故
繰
越
分
含
む
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
、
０
４
４

◆
商
工
費

中
越
地
震
災
害
緊
急
特
別
資
金
預
託
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
０
、
９
５
４

妻
有
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
４
７
０

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
施
設
整
備
費
（
明
許

繰
越
分
含
む
）
　
　
　
　
２
億
８
、
４
７
５

松
之
山
地
域
温
泉
掘
削
整
備
費
（
明
許
繰
越

19
年
度
一
般
会
計
の
主
な
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
単
位

：

万
円
）

分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
０
、
０
５
６

大
地
の
芸
術
祭
運
営
事
業
費
　
７
、
６
９
４

◆
土
木
費

道
路
橋
り
ょ
う
修
繕
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
６
、
８
７
４

道
路
新
設
改
良
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
０
、
０
５
５

克
雪
住
宅
等
整
備
促
進
事
業
　
５
、
３
０
９

道
路
除
雪
費
　
　
　
　
　
12
億
３
、
５
４
２

建
設
機
械
整
備
事
業
　
　
１
億
６
、
７
４
６

流
雪
溝
・
消
雪
パ
イ
プ
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
０
、
０
５
０

住
宅
市
街
地
基
盤
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分

含
む
）
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
、
０
８
３

駅
西
・
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
（
明
許

繰
越
分
含
む
）
　
　
　
　
５
億
６
、
４
８
５

四
日
町
公
営
住
宅
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
５
、
８
２
４

◆
消
防
費

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
負
担
金
（
消
防

分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
11
億
４
、
８
６
６

◆
教
育
費

小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
含

む
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
７
、
０
６
１

小
学
校
学
習
指
導
助
手
等
設
置
事
業 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
９
０
５

中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
含

む
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
２
６
８

中
学
校
学
習
指
導
助
手
等
設
置
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
、
４
１
６

松
代
郷
土
資
料
館
等
整
備
事
業
７
、
４
４
１

体
育
施
設
整
備
事
業
（
明
許
繰
越
分
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
、
３
７
２

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整
備
事
業

（
明
許
繰
越
分
含
む
）
　
１
億
２
、
０
９
９

川
西
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
明
許

繰
越
分
）
　
　
　
　
　
　
２
億
３
、
９
１
８

◆
災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費
（
明
許
繰
越

分
含
む
）
　
　
　
　
　
　
１
億
３
、
８
６
９

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
（
明
許
繰
越
分
含

む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
０
、
５
２
８

川
西
支
所
庁
舎
災
害
復
旧
費
（
明
許
繰
越

分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
８
、
０
３
６

【一般会計歳出の状況】
　歳出決算額333億4,756万円の使いみちを、左の円グラフのように民生費、土木費などに分けたものを目的別歳

出といいます。これに対して、右の円グラフのような同じ種類ごとに分けたものを性質別歳出といいます。

333億4,756万円　前年度対比5.7％減

【地方債残高の状況】412億9,772万円　
前年度対比0.2％増

　地方債とは、市町村や国が銀行などの金融機関から
長期に借りるお金です。トップは一般単独事業債で
32.8％と３分の１を占めています。２番目は合併後に
十日町地域でも借り入れが可能となった過疎対策事業債
で５分の１を占めており、どちらの起債も道路の建設な
どに使われています。また、３番目は普通交付税の代替
財源として借り入れている臨時財政対策債ですが、償還
額全額を国が補てんすることになっています。

　19年度の歳出決算額を20年３月末の人口61,701人で割った
おおよその金額です。

【市民１人当たりの歳出額】１人当たり
約540,500円

平成19年度決算を
　　　お知らせします
平成19年度決算を
　　　お知らせします

歳出
（目的別）

民生費
64億8,209万円
（19.4%）〈△6.9％〉

土木費
53億9,519万円
（16.2%）〈8.2％〉

総務費
49億3,403万円
（14.8%）〈28.1％〉

民生費
64億8,209万円
（19.4%）〈△6.9％〉

土木費
53億9,519万円
（16.2%）〈8.2％〉

総務費
49億3,403万円
（14.8%）〈28.1％〉

公債費 48億1,491万円（14.4%）〈△8.9％〉

教育費
30億9,215万円
（9.3%）〈△15.6％〉

商工費
29億1,904万円
（8.7%）〈20.7％〉

衛生費
18億1,284万円
（5.4%）〈△0.7％〉

農林水産業費
17億9,408万円
（5.4%）〈△9.6％〉

消防費
11億6,702万円
（3.5%）〈△2.8％〉

災害復旧費
５億5,527万円
（1.7%）〈△80.0％〉

議会費 2億5,489万円
（0.8%）〈△3.3％〉 労働費

１億2,605万円
（0.4%）〈1.1％〉

災害復旧事業費
５億2,994万円
（1.6%）〈△80.9％〉

投資・出資・貸付金
15億9,731万円
（4.8%）〈9.7％〉

維持補修費
14億1,309万円
（4.2%）〈61.7％〉

積立金
８億5,505万円
（2.6%）〈250.8％〉

人件費
59億5,269万円
（17.9%）〈4.1％〉

公債費
49億6,092万円
（14.9%）〈△3.8％〉

扶助費
27億4,568万円
（8.2%）〈7.2％〉

普通建設事業費
51億4,893万円（15.4%）〈△17.5％〉

補助費等
31億5,126万円
（9.4%）〈△8.2％〉

繰出金
30億9,274万円
（9.3%）〈△5.4％〉

物件費
38億9,995万円
（11.7%）〈7.5％〉

歳出
（性質別）

義
務
的
経
費
41.0％

そ
の
他
経
費
42.0％

義
務
的
経
費
41.0％

そ
の
他
経
費
42.0％

投資的
経費17.0％
投資的
経費17.0％

一般単独事業債
（合併特例事業債含む）
135億4,585万円
（32.8%）〈6.1％〉

過疎対策事業債
85億9,417万円
（20.8%）〈△5.4％〉

臨時財政対策債
73億5,269万円
（17.8%）〈9.1％〉

一般単独事業債
（合併特例事業債含む）
135億4,585万円
（32.8%）〈6.1％〉

過疎対策事業債
85億9,417万円
（20.8%）〈△5.4％〉

臨時財政対策債
73億5,269万円
（17.8%）〈9.1％〉

災害復旧事業債
21億4,134万円
（5.2%）〈10.2％〉

一般公共事業債
18億9,610万円
（4.6%）〈△13.0％〉

減税補てん債
12億9,217万円
（3.1%）〈△8.7％〉

公営住宅建設事業債
９億7,316万円
（2.4%）〈13.3％〉

新潟県貸付金
９億3,388万円（2.3%）〈△5.4％〉

その他債
24億4,038万円（5.9%）〈△6.7％〉

教育・福祉施設等
整備事業債
21億2,798万円
（5.1%）〈△18.9％〉
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歳入
４億8,676
万円

歳出
４億3,697
万円

総務費
3,493万円
（8.0％）

公債費
9,083万円
（20.8％）

津南町
１億
4,572万円
（29.9％）

十日町市
１億0,955万円
（22.5％）

斎場組合費 4,061万円（8.3％）

栄村
3,114万円
（6.4％）

災害廃棄処理
特別組合費
十日町市
２万円（0.0％）

手数料
3,200万円
（6.6％）

使用料
1,977万円
（4.1％）

繰入金
4,700万円
（9.7％）

諸収入
2,811万円
（5.8％）

財産収入 20万円
（0.0％）

国庫支出金 １万円
（0.0％）

繰越金
3,263万円
（6.7％）

斎場費
1,475万円
（3.4％）

清掃総務費
5,197万円
（11.9％）

塵芥処理費
1億4,783万円
（33.8％）

衛生費
３億1,104万円
（71.2％）

し尿処理費
9,649万円
（22.1％）

清掃総務費
5,197万円
（11.9％）

し尿処理費
9,649万円
（22.1％）

議会費 17万円
（0.0％）

津 南 町 2,080万円（4.3％）
十日町市 1,474万円（3.0％）
栄　　村 507万円（1.0％）

 　
　塵

芥
・し尿処理組合

費
 ２

億
8,
64
1
万
円
（
5
8.
8％
）

 　
　組

合
費 ３億2,7

04

万
円
（
6
7
.2
％
）

歳出
16億5,337
万円

〈△22.3％〉

公債費
2億4,042万円
（14.5％） 〈4.3％〉

総務費 2,230万円
（1.4％）〈△11.3％〉

議会費 50万円
（0.0％）〈△1.9％〉

常備消防費
10億4,995万円
（63.5％）〈△3.1％〉

非常備消防費 2億3,727万円
（14.4％）〈9.5％〉

企画振興費2,293万円
（1.4％）〈△95.2〉  

消防施設費
8,000万円
（4.8％）
〈△16.2％〉

 　

　
消
防費 13億6,722万円（8

2.7％
）〈
△
2.1

%
〉

歳入
17億1,107
万円

〈△22.5％〉

十日町市
12億5,947万円
（73.6％）〈△6.3％〉

津南町
2億5,485万円
（14.9％）〈△6.4％〉

県支出金
5,633万円
（3.3％）〈△43.9％〉

繰越金
7,902万円
（4.6％）〈20.9％〉

諸収入 911万円
（0.5％）〈△94.3％〉

組合債 2,630万円
（1.6％）〈32.8％〉

国庫支出金 2,386万円
（1.4％）〈△25.2％〉

寄附金 15万円
（0.0％）〈△99.9％〉

使用料及び手数料 124万円
（0.1％）〈33.3％〉

財産収入 74万円
（0.0％）〈7,300.0％〉

 　
　
分

担
金
及
び負担金 15億1,432万

円（
88
.5％

）〈
△
6.
3%
〉

民生費
102,800円

商工費
46,500円

公債費
87,800円

農林水産費
29,800円

土木費
84,200円

衛生費
25,900円

総務費
62,400円

消防費
18,400円　

教育費
50,800円

その他
8,800円　

20年度一般・特別会計の７月末予算執行状況

会　計　名 ７月末予算額 収入済額 支出済額
収入率 執行率

一般会計 319億2,617 103億9,457 32.6 65億1,337 20.4 

特
別
会
計

国民健康保険 62億7,883 15億8,154 25.2 15億7,856 25.1 
国民健康保険診療所 4億2,010 1億0,965 26.1 1億1,812 28.1 
老人保健 6億8,220 6億5,601 96.2 5億9,291 86.9 
介護保険 48億7,167 14億2,433 29.2 12億1,871 25.0 
簡易水道 16億2,183 2億8,246 17.4 1億3,792 8.5 
下水道事業 35億8,948 4億1,760 11.6 3億1,265 8.7 
農業集落排水事業 6億3,212 1億0,395 16.4 2,651 4.2 

特別会計合計 180億9,623 45億7,554 25.3 39億8,538 22.0 

合　　計 500億2,240 149億7,011 29.9 104億9,875 21.0 

　一般会計と特別会計の７月末予
算執行状況は右表のとおりです。
一般会計は、逓次繰越・明許繰
越分を含む７月末の予算額319億
2,617万円に対して収入済額103
億9,457万 円（ 収 入 率32.6 ％）、
支出済額65億1,337万円（執行率
20.4％）となっています。
　特別会計は、７月末予算額180
億9,623万円に対して収入済額45
億7,554万 円（ 収 入 率25.3 ％）、
支出済額39億8,538万円（執行率
22.0％）となっています。

（単位：万円・％）

公共事業契約状況

事業区分 6月末予算額 契約済額（契約率）

補助事業 38億2,413 16億8,878（44.2％）

単独事業 32億4,148 12億6,615（39.1％）

合　　計 70億6,561 29億5,493（41.8％）

　20年度６月末の全会計の投資的事業予算額70
億6,561万円に対して、契約済額は29億5,493万
円（契約率41.8％）となっています。

（単位：万円）

※上記の事業には災害復旧事業も含みます。

《 津 南 地 域 衛 生 施 設 組 合 》
　十日町市（中里地域・松之山町地域のみ）・津南町・栄村の３市町村で構成し、火葬・ごみ・し尿などの共

同処理を行っている「津南地域衛生施設組合」の19年度の一般会計決算についてお知らせします。

注：（　）内は構成比（単位：％）

19年度一般会計の決算

歳出総額　１人当たり 517,400円

住民１人
当たりの20年度の
予算額は…

　一般会計７月末
の予算額を、平成
20年３月末住民基
本台帳人口61,701
人で割ったおおよ
その金額です。

（単位：万円）19年度特別会計の決算

会計名
歳入額

〈前年度対比〉

歳出額
〈前年度対比〉

繰越金

家畜指導
診療所

4,873
〈7.7％〉

4,639
〈9.4％〉

234

（単位：万円）組合債残高の状況

消 防 庁 舎 建 設 事 業 1,302

消 防 施 設 整 備 事 業 １億8,429

防 災 対 策 事 業 1,249

旧 地 域
総　　合
整備事業

防災まちづくり事業 ２億1,385

里 創 プ ラ ン 事 業 22億2,485

災 害 復 旧 事 業 債 4,614

合 　 　 　 　 　 計 26億9,464

19年度出動・利用状況 （単位：件）

消防車など 救急車 家畜指導診療所

十日町市 189 2,061 6,395

津南町 59 460 17,043

圏域外 4 38 −

合　計 252 2,559 23,438

（単位：万円・％）20年度一般・特別会計の７月末予算執行状況

会 計 名 ７月末予算額 収入済額 支出済額
収入率 執行率

一般会計 16億0,750 ５億8,197 36.2 ４億4,254 27.5

特別
会計

家畜指導
診療所

4,539 2,157 47.5 1,555 34.3

合　　計 16億5,289 ６億0,354 36.5 ４億5,809 27.7

十日町地域広域事務組合
　十日町市と津南町で運営する十日町地域広域事務組合では、平成19年度に、

広域企画振興、消防・救急業務、家畜指導診療所の事業を行いました。

注：（   ）内は構成比、〈   〉内は前年度対比（単位：％）

一部事務組合の19年度決算・
20年度７月末予算執行状況

繰越金4,979万円

19年度一般会計の決算

繰越金5,770万円
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バランスシート
（貸借対照表）行政コスト

キャッシュ・　
　フロー計算書

資産総額　
　 1,043億6,582万円（169万１千円）
負債総額
　　481億1,432万円（78万円）
正味資産総額
　　562億5,150万円（91万２千円）

行政コストの総額　
　　271億6,700万円（44万円）

◆バランスシートとは◆行政コストとは

◆キャッシュ・フロー計算書とは

◆キャッシュ・
　フロー計算書から
　分かること

　市が保有するすべての資産や負債などの財政状態を表した報告書

です。自治体のバランスシートは、年度末の市の資産（市の財産）と、

その財源である負債（将来の世代の負担部分）及び正味資産（今ま

での世代が負担した部分）で構成されています。民間企業のバラン

スシートと異なり「資本」という考え方がありません。

  このバランスシートは、公共施設の整備と資金調達・負債の関係

などが、これまでの単年度ごとの財政状況の公表では分かりにくい

ことから、これらを明確にするため総務省の指針に沿って作成しま

した。

※（　）は、市民１人当たりの額※（　）は、市民１人当たりの額

◆バランスシートから分かること
①公共施設を整備するための世代間負担比率

　有形固定資産のうち、正味資産の割合を示すものです。この比率が高いほど、これまでの世代の負担割合が高い

ことになり、財政の健全性は好ましいという見方ができます。

正味資産合計（562億5,100万円）

有形固定資産合計（960億5,000万円）
＝58.6％（平成18年度 59.7％）

有形固定資産合計（960億5,000万円）

19年度普通会計の歳入予算額（306億5,500万円）
＝3.13年（平成18年度 2.94年）

②予算額対有形固定資産比率

　19年度の歳入予算額に対する資産の比率により、市が所有する資産に何年分の歳入が充当されたかを見ることが

できます。年数が多いほど、公共施設の整備が進んでいると考えられます。

　行政コスト計算書は、民間企業の会計でいう損益計算書のことで

す。行政サービスにかかった費用が、どのような性格のものでどの

費目に使われたのか、またそのための財源はどこから調達したのか

などが分かるようになっています。費用の概要についてお知らせし

ます。

項　　目 説　　　明

人にかかる
コスト

行政職員にかかる経費で、人件費や
退職給与引当金などです。

物にかかる
コスト

賃金、消耗品、光熱水費、施設の維
持管理費及び道路や建物など資産の
減価償却費などです。

移転支出的な
コスト

生活保護法・児童福祉法等に基づき
支給される経費、各種団体などに対
する補助金や負担金、繰出金、普通
建設事業費のうち他団体への補助金
などです。

その他の
コスト

災害復旧事業費、公債費のうち利子
などです。

※行政コストはバランスシートと同様に一般会計のみを対象とし、決

算統計の基礎数値によって分析しています。ただし、積立金、貸付

金、償還元金及び資産形成に係る経費については除外しています。

《項目の説明》

　キャッシュ・フロー計算書は、お金の流れを見るための財務諸表

で、現金などの流動資産の収支を示す、いわゆる「資金繰り」を表

しています。ここでは、１年間の収支を大きく３つの行政活動ごと

に区分し、その区分ごとの収支の状況を表しました。

　公共資産整備収支の部と投

資・財務的収支の部については、

赤字になっていますが、経常収

支の部の黒字によってそれら

の赤字がまかなわれています。

19年度中の歳計現金の収支は

△８億4,700万円であり、期首

の現金残高19億7,900万円と合

わせると、期末（年度末）の現

金などの残高は11億3,200万円

となっています。

※歳計現金とは…
　地方公共団体の収入と支出に係

る現金のことで、一般企業にい
う運転資金にあたります。

活動区分 区分 金額 歳出及び歳入の内容

経常収支の部

歳入合計 260億2,100万円
市税、地方交付税、経常的な経費に充てるため
の国・県支出金、財源補てんのための地方債（臨
時財政対策債など）などの経常的な歳入です。

歳出合計 202億1,000万円

人件費、賃金、光熱水費などの物件費、生活保
護法・児童福祉法などに基づき支給される給付
金などや各種団体などに対する補助金や負担金
などの経常的な経費です。

収支額① 58億1,100万円

公共資産整備
収支の部

歳入合計 36億7,400万円 施設整備に係る国・県支出金や地方債及び基金
の取り崩しに伴う繰入金などの歳入です。

歳出合計 51億4,900万円 市が施設などを整備するための経費、団体への
施設整備に係る補助金などの経費です。

収支額② △14億7,500万円

投資・財務的
収支の部

歳入合計 26億5,100万円 貸付金回収額、公共資産売払収入などの歳入で
す。

歳出合計 78億3,400万円 各種の貸付金、地方債元金、他会計の償還に充
てるための繰出金などの経費です。

収支額③ △51億8,300万円

19年度歳計現金増減額①+②+③＝④ △８億4,700万円

期首歳計現金残高⑤ 19億7,900万円

期末歳計現金残高④+⑤＝⑥ 11億3,200万円

※キャッシュ・フロー計算書は、バランス
シートと同様に一般会計のみを対象とし、
決算統計の基礎数値によって分析してい
ます。計算書の対象となる資金は歳計現
金、財政調整基金及び減債基金です。

［正味資産の部］
１．国庫支出金

２．都道府県支出金

３．一般財源等

13,347,821

10,604,194

32,299,481

 　正味資産合計

 　負債・正味資産合計

56,251,496

104,365,816

［負債の部］
１．固定負債
（1）地方債
（2）債務負担行為
 　　①物件の購入等
　　 ②債務保証又は損失補償
　　債務負担行為計
（3）退職給与引当金
（4）その他
　　固定負債合計

２．流動負債
（1）翌年度償還予定額
（2）翌年度繰上充用金
　　流動負債合計

37,175,620

842,348
0

842,348
5,974,256

0
43,992,224

4,122,096
0

4,122,096

 負債合計 48,114,320

借      　　方

《平成19年度  十日町市バランスシート》

［資産の部］
１．有形固定資産
（1）総務費
（2）民生費
（3）衛生費
（4）労働費
（5）農林水産業費
（6）商工費
（7）土木費
（8）消防費
（9）教育費
（10）その他
　　　計
（うち土地
　　有形固定資産合計

8,700,441
3,646,512
4,376,772
57,735

10,225,910
4,252,885
37,842,333
92,820

26,460,673
393,510

96,049,591
22,205,932
96,049,591

 ）

資産合計 104,365,816

２．投資等
（1）投資及び出資金
（2）貸付金
（3）基金
　　 ①特定目的基金
　　 ②土地開発基金
　　 ③定額運用基金
　　基金計
（4）退職手当組合積立金
　　投資等合計

1,424,700
399,344

3,203,750
280,000
2,000

3,485,750
0

5,309,794

３．流動資産
（1）現金・預金
 　　①財政調整基金
 　　②減債基金
 　　③歳計現金
　　現金・預金計
（2）未収金
 　　①地方税
 　　②その他
　　未収金計
　　流動資産合計

889,668
50,786

1,132,601
2,073,055

347,855
585,521
933,376
3,006,431

貸      　　方

（平成20年３月31日現在　単位：千円）

道路、学校など公共
施設の土地、建物、
設備など。建物、設
備などは減価償却後
の価格。土地は、取
得価格を計上。

地方債（元金）のう
ち平成21年度以降
に返済する金額。

物件の引渡しを受け
たが、債務が残って
いるものの金額。

年度末に在職してい
る職員が、全員退職
したと仮定した場合
の退職金の合計額。

地方債（元金）のう
ち平成20年度中に
返済する必要がある
金額。

これまでの有形固定
資産の取得などに使
った資金のうち、国
庫支出金の金額。有
形固定資産と同様に
減価償却後の金額。

国庫支出金と同様
の県支出金。

国庫支出金と同様の
市税などの一般財源
の金額。ただし、減
価償却はしていませ
ん。資産の合計から負債の合計を差し引いた残金

です。今までの世代が負担した金額を意味し
ています。

市が活動を行ううえ
で必要な団体への出
資金など。

公共施設の整備等、特
定の目的に使用するた
めの積み立て金。

将来の資金不足に備
えるための基金。

地方債の償還に備え
るための基金。

市税以外の未収金
で、多くは事業未完
了により繰越すこと
となった事業費の財
源となる国・県支出
金や市債など。

●バランスシートは普通会計を対象として作成しています。普通会計は、地方財
政統計上統一的に用いられる会計区分で、十日町市の普通会計は一般会計のみ
で、下水道事業などの公営企業会計や国民健康保険、介護保険などの事業会計
は含まれません。

「その他のコスト」

12億7,200万円（4.7％）
（市民１人当たり2万1千円）

「移転支出的なコスト」

93億4,700万円（34.4％）
（市民１人当たり15万1千円）

「物にかかるコスト」

104億1,800万円（38.3％）
（市民１人当たり16万9千円）

「人にかかるコスト」

61億3,000万円（22.6％）
（市民１人当たり9万9千円）
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申

　請

　人

農
業
委
員
会

①申請書提出
（毎月15日締切） 総

会

②書類審査
　現地調査

④意見を付して送付③審議

（25日）

県

　知

　事

県

　知

　事

申

　請

　人

⑤諮問
（許可につき意見をきく）

⑥答申（意見提出） （翌月18日）

県
農
業
会
議

農
林
水
産
大
臣

①申請書提出 ②意見を付して送付

⑦許可書交付

③許可書交付

○転用面積が４ha以下の場合（県知事が許可）
◎農地転用の許可申請（農地法第４条・５条の許可）

○転用面積が４haを超える場合（農林水産大臣が許可）

※いずれの場合も申請窓口は、農業委員会事務局または各支所事務所です。

　農
へ
の
想
い

　
川
西
地
区
農
業
委
員
　
　
平
野
　
啓
介

　
農
業
委
員
会
は
農
地
の
売
買
、
貸
し
借

り
、
ま
た
農
作
業
の
受
委
託
な
ど
の
農
地

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
世
話
役
と
し
て
、
農
家
の

相
談
相
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
過
日
、
農
家
組
合
長
会
議
の
記
念
講
演

会
で
、
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
金
丸
弘

美
先
生
の
講
演
「
日
本
の
食
と
農
、
そ
し

て
新
し
い
食
か
ら
の
地
域
再
生
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　
行
政
と
J
A
、
農
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
農
業
に
取
り
組
み
食
育
、
自
然
環
境
の

保
全
、
収
益
増
加
、
地
域
活
性
化
な
ど
に

つ
い
て
、
写
真
を
交
え
て
の
有
意
義
な
お

話
で
し
た
。

　
政
府
は
国
の
食
料
の
自
給
率
を
高
め
る

た
め
農
業
を
振
興
し
、
豊
か
な
自
然
を
育

み
、
担
い
手
の
支
援
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
は
農
業
者
、
消
費
者
に
と

っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
私
は
、
農
家

に
育
ち
ま
し
た
の
で
若
い
こ
ろ
か
ら
米
や

野
菜
を
作
り
、
好
き
な
花
を
育
て
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
日
町
Ａ
コ
ー
プ
や
千

手
「
じ
ろ
ば
た
」
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
で
新
鮮
さ
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
物
価
高
で
何
か
と
大
変
で
す
が
、
農
に

か
か
わ
る
新
し
い
発
想
や
発
見
に
よ
り
、

豊
か
な
未
来
が
開
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

農業委員会からのお知らせ
〜農地転用には、許可が必要です〜

■問合せ
　農業委員会事務局
　☎757-3286

・農地転用とは、農地を住宅敷地・駐車場・資材置場など、農地以外にすることをいいます。

・農地を転用するには、事前に農地法の許可が必要です。      

・申請から許可まで約１か月半の期間が必要になります。計画がある場合は、早めの申請をお願いします。

・申請の際は、事前に事務局または各支所事務所にご相談ください。 

動
す
る

業

員
会

活

委

農

用
語
の
解
説

※
①
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
、

標
準
財
政
規
模
（
経
常
的
な
一
般
財
源
の
総

額
で
、
市
税
、
地
方
譲
与
税
、
普
通
交
付
税

及
び
臨
時
財
政
対
策
債
〈
普
通
交
付
税
の
代

替
と
な
る
地
方
債
〉
の
合
計
額
）
に
対
す
る

比
率
で
す
。
赤
字
で
な
い
場
合
は
、「
−
」
で

表
示
し
ま
す
。

※
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
を
含
む
全
会

計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
、
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。
赤
字
で
な
い

場
合
は
、「
−
」
で
表
示
し
ま
す
。

※
③
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
の
元
利
償
還
金
や
公
営
企
業（
特

別
会
計
含
む
）
の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰

出
金
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費

へ
の
負
担
金
、
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支

出
の
う
ち
公
債
費
類
似
経
費
な
ど
の
合
算
額

の
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

※
④
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
の
年
度
末
の
地
方
債
残
高
や
今

後
債
務
を
伴
う
支
出
見
込
額
、
公
営
企
業
へ

の
今
後
の
繰
出
見
込
額
及
び
全
職
員
が
普
通

退
職
し
た
場
合
の
年
度
末
の
退
職
金
な
ど
か

ら
、
各
種
の
基
金
や
今
後
歳
入
さ
れ
る
見
込

み
の
公
営
住
宅
使
用
料
、
都
市
計
画
税
及
び

普
通
交
付
税
の
償
還
金
補
て
ん
額
な
ど
を
差

し
引
い
た
額
の
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す
。

※
⑤
早
期
健
全
化
基
準

　
標
準
財
政
規
模
の
額
な
ど
に
よ
り
そ
の
団

体
の
早
期
健
全
化
基
準
値
が
決
定
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全

化
基
準
以
上
に
な
る
と
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
た
後
、
公
表
す

る
と
と
も
に
県
知
事
に
報
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
県
知
事
は
総
務
大
臣
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
勧
告
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
勧
告
を
受
け
た
場
合
は
勧

告
の
内
容
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
監

査
委
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
⑥
財
政
再
生
基
準

　
標
準
財
政
規
模
の
額
な
ど
に
よ
り
そ
の
団

体
の
財
政
再
生
基
準
値
が
決
定
し
ま
す
。
健

全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基

準
以
上
に
な
る
と
、「
財
政
再
生
計
画
」
を
議

会
の
議
決
を
経
て
定
め
た
後
、
公
表
す
る
と

と
も
に
総
務
大
臣
に
協
議
し
て
、
そ
の
同
意

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、毎
年
度
、

そ
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
い
る
場
合
で
な
け

れ
ば
、
災
害
復
旧
事
業
債
な
ど
を
除
き
、
地

方
債
の
発
行
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※
⑦
経
営
健
全
化
基
準

　
経
営
健
全
化
基
準
は
、
す
べ
て
の
団
体
が

20
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
か
の

会
計
の
資
金
不
足
比
率
が
20
・
０
％
以
上
と

な
っ
た
場
合
は
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
議

会
の
議
決
を
経
て
定
め
た
後
、
公
表
す
る
と

と
も
に
県
知
事
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
知
事
は
総
務
大
臣
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
勧
告
を
受
け
た
場
合
は
勧
告
の

内
容
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
監
査
委

員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

求
人
情
報
を
F
M
放
送
で
流
し
ま

せ
ん
か
。

　「
F
M
P
O
R
T
79
・
０
」
番
組
内
で
求
人

情
報
を
告
知
し
ま
す
。
告
知
を
希
望
す
る
事

業
所
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

●

放
送
日
時
＝
10
月
19
日
㈰
午
後
９
時
〜
９

時
30
分
ほ
か

●

番
組
名
＝
Q
職
T
H
E
 W
A
V
E

●

告
知
内
容
＝
会
社
概
要（
所
在
地
・
業
種
）、

求
人
情
報
（
職
種
・
人
数
）
ほ
か

●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
雇
用
開

発
室
☎
７
５
７

−

３
１
３
９

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
仕
事

に
つ
な
が
る
職
業
訓
練
の
ご
案
内

　
プ
ロ
ブ
ラ
マ
ー
・
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
目
指
す
人
に
職
業
訓
練
を
行
い
、
訓
練
企

業
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

●

訓
練
期
間
＝
11
月
上
旬
〜
２
月
上
旬

●

訓
練
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●

訓
練
会
場
＝
㈱
新
潟
ソ
フ
ト
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
、
ス
リ
ー
エ
ス
シ
ス
テ
ム
㈱

●

対
象
＝
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人

●

受
講
料
＝
無
料

●

そ
の
他
＝
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
、中
越
・

中
越
沖
地
震
罹
災
者
は
訓
練
期
間
中
手
当

の
支
給
あ
り

●

申
込
み
＝
10
月
24
日
㈮
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク

●

問
合
せ
＝
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ

ン
タ
ー
委
託
訓
練
係
☎
０
２
５
８

−

33

−

２
４
３
３

健全化判断比率及び資金不足比率の状況

　平成19年６月に公布され、一部施行となった「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健全化判

断比率と資金不足比率を監査委員の審査を受けた後、審査意見書を付けて９月定例議会に報告しました。

健全化判断比率の名称 19年度
国の判断基準

早期健全化
基準※⑤

財政再生基準
※⑥

実質赤字比率※① − 12.52 20.00 
連結実質赤字比率※② − 17.52 40.00 
実質公債費比率※③ 19.1 25.0 35.0 
将来負担比率※④ 142.9 350.0

公営企業会計の名称 19年度
経営健全化基準

※⑦

水道事業会計 − 20.0 

簡易水道事業特別会計 − 20.0 

下水道事業特別会計 − 20.0 

農業集落排水事業特別会計 − 20.0 

【健全化判断比率】　　　　　　　　　　　　（単位：％） 【資金不足比率】　　　　　　　　　　（単位：％）
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４
月
１
日
か
ら
長
寿
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
の
う
ち
、今
年
３
月
末
ま
で
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

や
、
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い

た
人
は
、
10
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
方
法

が
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
納
付

（
特
別
徴
収
）
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
保

険
料
の
納
付
時
期
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
た
健
康
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、７
月
中
旬
に
送
付
し
た「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
を
確
実
に
納

付
し
て
い
た
人（
本
人
の
口
座
の
み
可
）

○
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
人

（
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
の
み
可
）

　
申
請
の
際
は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替

依
頼
を
行
っ
た
後
に
、
介
護
国
保
課
国
保

係
も
し
く
は
各
支
所
市
民
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

︻
申
請
に
必
要
な
も
の
︼
保
険
証
、
口
座

振
替
依
頼
書
の
本
人
控
え

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

３月末までのご加入
の健康保険の種類

徴収区分
（※）

年金からの
納付開始時期

保険料の納付方法

国民健康保険
特別徴収 ４月 ４月から年金からの納付
普通徴収 ７月から納付書又は口座振替

国民健康保険組合
（建築国保、医師国保など）

特別徴収 10 月
７・８・９月は納付書又は口座振替
10 月以降は年金からの納付

普通徴収 ７月から納付書又は口座振替

被
用
者
保
険

本人
特別徴収 10 月

７・８・９月は納付書又は口座振替
10 月以降は年金からの納付

普通徴収 ７月から納付書又は口座振替

被扶養者
特別徴収 10 月 10 月から年金からの納付

普通徴収 10 月から納付書又は口座振替

※
徴
収
区
分
に
つ
い
て

　
特
別
徴
収

：

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
納
付
し
て
い
る
人

・
介
護
保
険
と
の
保
険
料
合
算
額
が
、
介
護
保

険
料
を
納
め
て
い
る
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
人

　
普
通
徴
収

：

特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
人

　
納
め
た
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税

を
申
告
す
る
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
は
、
本
人
が
保
険
料

を
支
払
っ
た
場
合
や
、
生
計
が
同
じ
家
族

の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
納
付
方
法
と

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
関
係
は
、
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
の
納
付
【
特
別
徴
収
︼

　
年
金
受
給
者
本
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
は
、
口
座

名
義
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま

す
。

◆
納
付
書
・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
【
普

通
徴
収
︼

　
実
際
に
保
険
料
を
負
担
し
た
人
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
～
お
知
ら
せ
～ 

④

10
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

問合せ
介護国保課国保係

☎757-3735

国民健康保険税の特別徴収対象者の人へ
年金からの保険税の支払いは、口座振替に切り替えることができます

次に該当する人は、申請により保険税の支払いを口座振替で納付することができます。

●国民健康保険の保険税を滞納なく確実に納付していること。

●今後の保険税を口座振替により納付していただくこと。

【申請に必要な物】

　保険証、印鑑、口座振替依頼書の控え（既に口座契約をしている人は不要です）

問合せ：介護国保課国保係　☎ 757-3735

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑥

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
、
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
委
員
を
募

集
し
ま
す
�
職
員
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
指
針
の
策
定
、
協
働
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
な
ど
に
主
体
的
に
か
か

わ
る
委
員
で
す
�
ふ
る
�
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
�

　
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
に
、
現
在
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
中
心
に
市
民
活
動
団
体（
グ
ル
ー
プ
）

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」の
策
定
や「
協

働
モ
デ
ル
事
業
」
の
検
討
作
業
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
過
程
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
主
体

的
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
民

委
員
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
十
日
町
市
を
ひ
ら
く
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。 指

針
策
定
は

市
民
・
職
員
合
同
チ
ー
ム
で

１

：
市
民
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
委
員
の
役
割

自
発
的
な
参
加
に
よ
り
、
市
民
と
市
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

基
礎
を
つ
く
る
。

２

：

活
動
内
容

⑴
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
の
検

討⑵
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の

検
討

⑶
そ
の
ほ
か
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
に
必
要
な
こ
と

※
専
門
家
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

※
会
議
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
は
夜
間

及
び
休
日
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
月
２
〜
３
回
程
度
）

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３

：

任
　
　
期
　
　
１
年

　
　

４

：

募
集
人
員
　
　
20
人
程
度

５

：

応
募
要
件

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
か
か

わ
り
た
い
市
民
及
び
市
内
在
勤
・
在
学
者
。

６

：

応
募
方
法

次
の
内
容
を
明
記
の
う
え
、
直
接
ま
た

は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
総
合
政

策
課
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

②
市
民
以
外
で
、
市
内
在
勤
者
・
在
学
者

の
場
合
は
そ
の
旨

③
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
に
応
募
し
よ

う
と
思
っ
た
動
機
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
思
い
な
ど
を
４
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
た
レ
ポ
ー
ト

７

：

募
集
締
切
り

10
月
31
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

８

：

そ
の
他

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
書
類
選
考
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
提
出
先

総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

〒
９
４
８
︱
８
５
０
１
　
千
歳
町
３
︱
３

☎
７
５
７
︱
３
６
９
３
（
内
線
２
３
７
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２
︱
４
６
３
５ 

Ｅ
メ
ー
ル

th-so
g
o
@

c
ity

.to
ka

m
a
c
hi.niig

a
ta

.jp
 

募

要
集

項

市民活動団体ヒアリングの様子。発言内容をその場で確認します

募
集
し
ま
す

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

募
集
し
ま
す

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

（保険料額の変更や４月以降に75歳になった人などは、上表のとおりにならない場合があります）
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日時　11月１日㈯　午前９時～午後９時
　　　　　 ２日㈰　午前９時～午後３時
会場　中央公民館
内容　講座生・利用団体による作品展示（生け花・焼
き物・写真・手芸・工芸・俳句・書道・洋画・日本
画・活動記録など）、体験コーナー（おてて絵本：
１日のみ、茶室：２日のみ）、販売コーナー（寿
司・赤飯・廃油セッケン・不用品・焼き物・園芸
品）、もちつき・映画上映：１日のみ、ステージ発
表（合唱・ダンス・琴・十高生による演劇など：２
日のみ）、飲食コーナー、スーパーボールパチン
コ、紙飛行機ゲーム、スタンプラリー（特典あり）

問合せ　中央公民館　☎757-5011

公民館まつり公民館まつり公民館まつり20年度

中央公民館

10月11日㈯・12日㈰に実施する大井
田ふれあいまつりと合同開催。

中条公民館大井田分館
日時　10月26日㈰
　　　　　午前10時～午後２時30分
会場　中条公民館新座分館
内容　講座生の作品展示、バザー、
体力測定会、子どものキーホルダ
ー作り

問合せ　中条公民館　☎752-2748

中条公民館新座分館

日時　11月３日（文化の日）
　　　　　午前９時～午後３時
会場　川治公民館
内容　講座生・利用団体の作品展示、
再利用品販売、焼き物即売会、無料
茶席、ちびっ子広場、野菜の即売
会、飲食コーナー

問合せ　川治公民館　☎752-2223

日時　10月19日㈰
　　　　　午前10時～午後３時
会場　六箇公民館（羽根川荘）
内容　利用団体・地域の皆さんの
作品展示、第29回妻有街道歩け
歩け大会写真展、飲食コーナー

問合せ　六箇公民館　☎752-5434
　　　　川治公民館　☎752-2223

※中条公民館は10月４日㈯・５日㈰に実施しました。

日時　11月２日㈰
　　　　　午前９時～正午
会場　旧名ケ山小学校
内容　ステージ発表、作品展、不用品
バザー、地元野菜販売、きのこ汁

問合せ　吉田公民館　☎752-2874

吉田公民館名ヶ山分館

日時　11月２日㈰
　　　　　午前11時～午後３時
会場　旧真田小学校
内容　地元野菜などの即売、もちつ
き大会、けんちん汁、そのほか

問合せ　吉田公民館　☎752-2874

吉田公民館真田分館

日時　10月26日㈰
　　　　　午前９時～午後２時30分
会場　飛渡第一小学校
内容　講座生・地域の皆さんの作品展
示（焼き物・写真・手芸・生け花・
書道・工作など）、児童作品展示、
ステージ発表（児童合唱・郷土芸
能・演劇など）、チャリティーバザ
ー、喫茶コーナー、おにぎりと汁物
のサービス、郷土歴史資料館開設

問合せ　飛渡公民館　☎759-2032

飛渡公民館

日時　10月25日㈯　午前９時～午後６時
　　　　　※美術展・湯鳥フェスティバルのみ
　　　10月26日㈰　午前９時～午後３時
会場　松之山自然休養村センター・松之山体育館
内容　芸能祭（よさこいソーラン、上川手歌舞伎
ほか）、美術展＆湯鳥フェスティバル（講座
生・文化協会・地域の皆さんの作品展示ほ
か）、農業祭（もちつき、きのこ丼、手打ちそ
ば、おにぎり試食会ほか）
問合せ　松之山公民館　☎596-2265

松之山公民館

日時　11月１日㈯　午前９時～午後８時
　　　　　 ２日㈰　午前９時～午後４時
会場　千手中央コミュニティセンター
内容　上田やい子人形展（特別展）、第33回
川西美術展、講座生・地区文化活動団体・地
域の皆さんの作品展示、作品上映会
問合せ　千手中央コミュニティセンター
　　　　☎768-2308

川西公民館

日時　11月２日㈰　午前９時～午後７時
　　　　　 ３日（文化の日）午前９時～午後４時
会場　中里総合センター・保健センター
内容　講座生・利用団体の作品展示、中里地域内小
中学校の発明工夫・模型展入賞入選作品展示、焼
き物体験教室、焼き物即売コーナー、チャリティ
ー茶会、中里地域子ども教室の作品展示
問合せ　中里公民館　☎763-2493

中里公民館

日時　10月19日㈰
　　　　　午前９時～午後３時
会場　東下組小学校
内容　作品展（書道・生け花）、地
区民芸能発表
問合せ　下条公民館　☎755-2004

下条公民館
東下組分館

下条公民館
下組分館

下条公民館
上新田分館

日時　11月２日㈰　午前９時～午後４時
　　　　　 ３日（文化の日）午前９時～午後３時
会場　松代総合センター・第一区民会館・
　　　ふるさと会館（３日）
内容　松代地域文化協会・松寿大学受講生・きらく
塾受講生・地域の皆さんの作品展示。小学生、高
校生の作品展示（ふるさと会館で３日のみ）
問合せ　松代公民館　☎597-2301

松代公民館

日時　11月２日㈰
　　　　　午前９時～午後３時
会場　下条公民館下組分館
　　　（水口集落開発センター）
内容　作品展、食品バザー
問合せ　下条公民館　☎755-2004

下条公民館
上組分館

日時　11月３日（文化の日）
　　　　　午前９時～午後３時
会場　下条公民館上組分館
　　　（原集落開発センター）
内容　作品展、食品バザー
問合せ　下条公民館　☎755-2004

日時　11月２日㈰
　　　　　午前９時～午後３時
会場　下条公民館上新田分館
　　　（上新田自治会館）
内容　作品展示、飲食コーナー、
農産物即売会、不用品バザー
問合せ　下条公民館　☎755-2004

日時　10月26日㈰
　　　　　午前９時～午後３時
会場　下条公民館
内容　講座生・利用団体の作品展示
（焼き物・写真・絵画・生け花・
手芸・園芸）、大正琴演奏、食品
バザー、豚汁無料サービス、手作
り石鹸販売、無料茶席、ビデオ上
映（市民体育祭・昔の下条）
問合せ　下条公民館　☎755-2004

下条公民館

日時　10月26日㈰
　　　　　午前９時30分～午後３時30分
会場　水沢公民館
内容　講座生・利用団体・地域の皆さんの作
品展示、演芸発表会、もちつき、きのこ汁
無料サービス、農産物・手づくり品販売、
軽食バザー、無料茶席、手づくり体験教室

問合せ　水沢公民館　☎758-3101

水沢公民館

日時　11月３日（文化の日）
　　　　　午前９時～午後３時
会場　吉田公民館
内容　講座生・利用団体・地域の皆
さんの作品展示、ステージ発表、
飲食コーナー、かえっこショッ
プ、歴史クイズ（予定）

問合せ　吉田公民館　☎752-2874

吉田公民館

川治公民館
川治公民館北新田分館・
城之古分館・関浅分館・
八箇分館

六箇公民館
六箇公民館中村分館・
二ツ屋分館

　各公民館で学習を続けている講座・自主グループの皆さんが、成果を

発表する楽しいお祭りです。大勢の皆さんの来場をお待ちしています。

【飛渡第一小学校文化祭と合同開催】

飛渡公民館
【東下組小学校文化祭と合同開催】
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ブロードバンドが十日町に
やってくるよ！
　どうしたら使えるの？
　インターネットって安全？
参加すればいろいろ分かるよ！

ダイジンガープロジェクト
イメージキャラクター
ダイジンガー君

 

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

区分 所在、地番（行政区） 価　格

住宅地 春日86番地（春日町１） 42,000円/㎡

住宅地 南新田町２丁目４番15（南新田町２） 32,900円/㎡

住宅地 馬場丁1209番６外（土市２） 20,200円/㎡

住宅地 中仙田甲841番３外（中仙田） 4,200円/㎡

住宅地 水口沢176番（田中町） 15,900円/㎡

住宅地 仁田2288番（仁田） 10,000円/㎡

住宅地 本屋敷字下村丁1369番１（本屋敷） 3,800円/㎡

住宅地 松代字宮沢入3208番２（松代） 9,200円/㎡

住宅地 蒲生字赤根2055番１外（蒲生） 4,940円/㎡

住宅地 松之山字前田1214番25（松之山） 7,850円/㎡

住宅地 浦田字湯田2967番１（湯之島） 1,770円/㎡

商業地 字上原子164番４（高田町１） 56,400円/㎡

商業地 上山字向田己1592番１外（上山） 26,500円/㎡

商業地 松代字上ノ山下3296番１（松代） 13,300円/㎡

準工地 字中割目寅甲406番14（西本町１） 45,500円/㎡

準工地 字下平寅乙376番８外（下島） 54,000円/㎡

林 姿甲2359番外（姿１・２） 86,000円/10a

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

　
　
　
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土
の
適
正

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る

た
め
、
法
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
土
地
の
所
有
す
る
市
町
村

を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
出
を
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

◆
届
出
義
務
者

：

権
利
取
得
者
（
売
買
で

　
あ
れ
ば
買
主
）

◆
届
出
時
期

：

契
約
締
結
日
（
予
約
を
含

　
む
）
か
ら
２
週
間
以
内

◆
届
出
事
項

：

①
土
地
に
関
す
る
売
買
な

　
ど
の
当
事
者
②
所
在
③
利
用
目
的
④
対

　
価
な
ど

◆
法
定
面
積

：

①
市
街
化
区
域
２
、
０
０

　
０
㎡
以
上
②
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除

　
く
）
５
、
０
０
０
㎡
以
上
③
都
市
計
画

　
区
域
外
１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

　
地
価
調
査
は
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
市
内
基
準
地
の
地
価
調
査
価

格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
調
査
価
格
な
ど

の
関
係
書
類
は
建
設
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
土
地
の

　
総
面
積
が
右
記
の
面
積
以
上
に
な
る
場
合
に

　
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
期

　
限
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

　
出
を
し
た
り
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

20
年
度
地
価
調
査
価
格
発
表

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り
　
未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

問
合
せ

建
設
課
都
市
計
画
係

☎
７
５
７
―
９
９
３
７

　
　
　（
内
線
３
３
８
）

公の施設の指定管理者を募集します
　指定管理者制度は、多様化する住民ニーズに、より効果的に対応することを目的として創設されました。民間事

業者などが持っているノウハウを活用し、サービス向上と管理経費の縮減を図るもので、市が設置する公の施設の

管理運営を、市議会の議決で指定を受けた民間事業者などが行います。

　次の施設について「公募」により指定管理者を募集します。

○募集期間：10月10日㈮〜23日㈭

○業務内容：設置目的による施設の維持管理業務及び受付・利用許可に関する業務ほか

○応募資格：市内に住所があり、施設を適切に管理・運営できる民間事業者（法人または団体）

○応募方法：募集要項・提出書類などは各施設担当課に配置

○指定期間：平成21年４月１日〜平成26年３月31日（予定）

対象施設名称 所在地 設置目的 申請・問合せ

サンクロス十日町 卯320番地39
市民に職業情報の提供を行うとと
もに、教養・文化・研修・スポー
ツなどの活動の場を提供する

産業振興課商工振興係
☎757-3139

川西有機センター 木落18番地２
未利用有機資源をたい肥化し、環
境保全及び継続可能な循環型社会
の構築を図る

川西支所市民課市民・環境係
☎768-4956

川西高齢者コミュニティセン
ター

仁田2317番地１
高齢者の自主的活動を助長し、健
康と福祉の増進を図る

川西支所市民課福祉・介護係
☎768-4957

十日町地域体育施設
（市総合体育館・市民体育館・
武道館・市民スポーツハウス・
笹山野球場・城ケ丘テニスコ
ート・信濃川運動公園・水沢
運動公園・青少年運動広場・
陸上競技場・総合公園・市民
プールの12施設）

寅甲415番地１
（市総合体育館）

市民の体育・スポーツの振興及び
健康の維持増進を図る

スポーツ振興課
☎752-4377

日　時：10月31日㈮　午後１時〜５時・11月１日㈯　午前９時30分〜午後３時

会　場：クロス10　　入場料：無　料

講　師：山崎克之氏（情報工学博士・長岡技術科学大学教授）

◆超高速ブロードバンドなどの体験コーナー
　（市内外の企業10社による展示・実演）

　ブロードバンドならではのサービスやブロードバ

ンドテレビ、最新携帯電話など、実際に見て・触れ

て・体験できます。操作して遊べるロボットもやっ

てきます。

◆楽しんで学べる分かりやすい講演
　家庭やビジネスでブロードバンドを有効利用する方法やブロードバンドを利用

した地域活性化のヒントなど、分かりやすい講演で楽しく学べます。

31日
午後２時〜：基調講演「ブロードバンドインターネットと地域の活性化」

午後３時〜：座 談 会「ブロードバンドで地域おこし〜福岡県八
や

女
め

市と生中継〜」

１日
午後１時〜：セミナー「インターネット安全教室」

午後２時〜：セミナー「ケータイ安全教室」　ほか

●問合せ
　総合政策課地域情報化推進室
　☎ 757-3196なじだね！ブロードバンドなじだね！ブロードバンド

～ブロードバンドを体験してみよう！～

　
４
年
前
の
中
越
大
震
災
の
教
訓
を

忘
れ
ず
、
今
後
の
防
災
意
識
の
高
揚

の
た
め
、
今
年
も
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
当
日
は
エ
フ
エ
ム
と

お
か
ま
ち
（
78
・
３
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

で
も
現
地
か
ら
訓
練
の
様
子
を
生
放

送
し
ま
す
。
訓
練
開
始
に
合
わ
せ
、

震
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
26
日
㈰
　
午
前
９
時

〜
午
前
11
時
30
分

※
９
時
に
な
り
ま
し
た
ら
、
自
主
的

に
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
会
場
　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

▼
被
害
想
定
　
10
月
26
日
㈰
午
前
８

時
56
分
、
中
越
地
方
を
震
源
と
す
る

地
震
が
発
生
し
、
十
日
町
市
中
里
支

所
で
は
震
度
６
強
、
本
庁
及
び
各
支

所
で
は
震
度
５
強
を
観
測
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど
寸
断

さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
新
潟
地
方
気

象
台
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
後
も
活

発
な
余
震
活
動
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
午
前
９
時
10
分
に
市
長

を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
災
害
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
人
命
救
助
、
災
害
復
旧
及

び
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

▼
主
な
訓
練
内
容
　
災
害
対
策
本
部

設
置
・
安
否
確
認
・
被
害
情
報
収
集
・

多
数
傷
病
者
応
急
処
置
・
避
難
誘
導
・

消
火
・
倒
壊
家
屋
救
助
・
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
救
助
搬
送
・
協
定
自
治

体
へ
の
応
援
要
請
・
各
種
体
験
（
起

震
車
・
初
期
消
火
・
濃
煙
通
過
）

●問合せ
総務課防災安全室
☎ 757-3197（内線 286）
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交
通
死
亡
事
故
﹁
ゼ
ロ
﹂

　
　

１
、５
０
０
日
の
快
挙
達
成
！

　

特
色
あ
る
高
校
を
目
指
し
て

　
　
　

第
１
回
社
会
人
講
座
開
催

　９月26日㈮午後４時から、ＢＳＮ新

潟放送の番組『イブニング王国金曜版湯

めぐり！ご自慢中継』のコーナーが千

手温泉千年の湯から生中継されました。

30分ほどの中継でしたが、千手温泉の

大広間で行ったダーツゲームなどの様子

が放送され、集まった皆さんは、訪れた

新保真徳アナウンサー、山田かおりパー

ソナリティと楽しいひとときを過ごして

いました。

　
９
月
５
日
㈮
、
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

で
第
１
回
社
会
人
講
座
が
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
な
ど
約
80
人
が
参
加
ま
し
た
。
こ

の
講
座
は
、
松
之
山
地
域
の
高
校
存
続
に

向
け
た
特
色
あ
る
学
校
を
目
指
す
取
り
組

み
の
一
環
で
、
こ
れ
ま
で
存
続
活
動
を
行

っ
て
き
た
「
松
高
対
策
検
討
会
」・「
後
援

会
」・「
同
窓
会
」
か
ら
、
今
後
は
地
域
協

議
会
や
地
域
振
興
会
な
ど
と
と
も
に
さ
ら

に
幅
広
く
地
域
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
て

い
こ
う
と
新
た
に
組
織
さ
れ
た
「
松
高
支

援
連
絡
会
」
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
佐
藤
利
幸
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、「
大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
�
レ
ク
タ

ー
の
北
川
フ
ラ
ム
氏
も
、
松
之
山
分
校
の

今
後
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
北
川
氏
を
交
え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
講
座
で
は
、「
森
の
学
校
」

キ
ョ
ロ
ロ
の
元
研
究
員
で
、
現
在
は
京
都

外
国
語
大
学
専
任
講
師
の
畑
田
彩
氏
が

「
松
之
山
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
〜
豪
雪
と

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
関
係
〜
」
と
題
し
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
松
之
山
と
雪
の
少
な
い

福
井
県
南
越
前
町
と
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生

育
に
つ
い
て
の
比
較
の
研
究
成
果
に
続
い

て
、
松
之
山
を
離
れ
て
み
て
感
じ
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
小
野
塚
良
雄
同
窓

会
長
は
、「
地
域
の
み
ん
な
で
今
後
の
松

高
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
結
び
ま
し
た
。
今
後
も
社
会

人
講
座
は
継
続
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　９月20日㈯、松之山保育園（柳ふじえ園長・園児57

人）の運動会が松之山体育館で開催されました。園児た

ちは、保護者やおじいちゃん・おばあちゃんが声援を送

る中、広い体育館を元気よく走っていました。玉入れや

綱引きのほかにも、お父さんやお母さんからぬいぐるみ

をおんぶさせてもらいゴールを目指す「親子レース」な

ど、普段自宅ではできないレクリエーションもあり、お

父さんやお母さんは自分でおんぶするのと違って、背負

わせるのに苦労していました。また、来賓の皆さんや小

学生、おじいちゃんやおばあちゃんも競技に参加し、会

場はにぎやかに盛り上がっていました。

元気いっぱい！
松之山保育園秋の大運動会

　今年で27回目を迎える松之山農業祭。特産のナ

メコの即売会やナメコを使った料理の試食会など盛

りだくさんのイベントを開催します。皆さんも会場

に足を運んでみませんか。

■日　時　10月26日㈰　午前９時30分〜

　　　　※衆議院選挙が26日に行われる場合は、

　　　　11月２日㈰に延期します

■場　所　松之山自然休養村センター

■内　容　野菜即売会、農機具展示販売、錦鯉展示

　　　　　即売、もちつき大会、おにぎり・そば・

　　　　　きのこ丼の試食会、お楽しみ抽選会など

■問合せ　松之山支所農林建設課　（☎596-3132）

秋の味覚いっぱい
「第27回 松之山農業祭」の

お知らせ

　
川
西
地
域
で
は
、
４
年
前
の
平
成
16
年

８
月
11
日
か
ら
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
が

﹃
ゼ
ロ
﹄
の
状
況
を
継
続
し
、
９
月
19
日

㈮
午
前
０
時
０
分
を
も
っ
て
、
連
続
１
、

５
０
０
日
の
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
記
録
の
残
る
旧
川
西
町
時
代

を
含
め
て
も
最
長
の
記
録
と
な
り
、
十
日

町
市
と
し
て
も
平
成
19
年
２
月
に
達
成
し

た
中
里
地
域
の
１
、
５
０
０
日
、
今
年
３

月
に
達
成
し
た
松
之
山
地
域
の
２
、
５
０

０
日
に
続
く
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　
記
録
を
達
成
し
た
19
日
午
後
５
時
45
分

か
ら
は
、
25
人
の
関
係
者
が
出
席
し
、
こ

の
節
目
を
記
念
し
た
交
通
指
導
所
を
千
手

郵
便
局
前
に
開
設
し
ま
し
た
。
川
西
支
所

前
で
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
設
式
で
は
、

十
日
町
警
察
署
吉
田
良
一
交
通
課
長
が
㈶

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
川
西
地
区
統

括
の
中
村
義
雄
さ
ん
（
木
島
）
へ
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
、「
今

日
と
い
う
日
を
交
通
死
亡
事
故
﹃
ゼ
ロ
﹄

１
、
５
０
０
日
達
成
日
と
し
て
で
は
な
く
、

２
、
０
０
０
日
達
成
へ
の
第
１
日
目
と
考

え
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
交

通
事
故
撲
滅
の
た
め
努
力
精
進
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
こ
の

記
録
が
今
後
も
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
よ

う
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
一
層

交
通
安
全
推
進
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

2,000日への第１歩を踏み出しました

　９月20日㈯、川西地区体育協会（保坂和則会長）主催の第32

回川西マラソン大会が川西中学校グラウンドを発着点として開催

されました。競技は、個人走と駅伝（Ａ〜Ｃコース）の２種目

で行われ、個人走には71人、駅伝には49チームが参加しました。

当日はさわやかな秋空のもと、沿道からたくさんの声援を受けな

がら、選手たちはそれぞれの健脚を競い合いました。

　大会結果は次のとおりです。（優勝のみ、敬称略）

【個人走】佐藤昭則

【駅伝Ａ（１㎞×３人）】

小学１〜３年生の部：

　鐙島ＪＳＣ Ｅチーム

一般の部：

　鐙島ＪＳＣ Ｉチーム

【駅伝Ｂ（２㎞×３人）】

小学４〜６年生の部：

　鐙島ＪＳＣ Ｃチーム

中学生女子の部：走思走愛チーム

一般の部：仙田小学校職員チーム

【駅伝Ｃ（３㎞×３人）】

中学生男子の部：250万人の漢検チーム

スポーツの秋！さわやかにマラソン大会

記録更新？完走？
それぞれの目標に向かって
走ります

会場は大いに盛り上がりました

うれし、はずかし？　　
　　　千手温泉で生中継
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渡辺 真生
    ちゃん

わたなべ　まさきちゃん
平成18年８月26日生まれ
土市２

 お姉ちゃんとアンパンマンのおままごとセットで遊
ぶのがお気に入りなまさきちゃん。今年から保育園に
通っているまさきちゃんは、大好きなパパがお休みの
日に、いっしょに野球をするのを楽しみにしています。

高沢 知果
    ちゃん

たかさわ　ともかちゃん
平成16年11月22日生まれ
天水島

 明るく優しいともかちゃんは、うたやピアノが大好きで、
どんなにおいしいものでも、最初におじいちゃん・おばあ
ちゃんにあげます。お手伝いもたくさんするともかちゃん
の得意料理は、マカロニやりんごが入った特製サラダです。

ＦＭラジオＣＭで
 トキめき新潟国体をＰＲ！

信頼される人になりたい
　
以
前
か
ら
医
療
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
、
高
校
卒
業
後
に
新
潟
の
短
大
を
出
て
地
元
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
い
て
3
年

目
で
す
。
主
な
仕
事
は
患
者
さ
ん
の
歯
の
チ
ェ
ッ
ク

と
予
防
処
置
や
歯
石
の
除
去
で
す
。
自
分
の
技
術
は

先
輩
衛
生
士
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

以
前
、
定
期
健
診
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
に
歯
の

問
題
を
指
摘
し
、
痛
く
な
る
前
に
分
か
っ
て
良
か
っ

た
と
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
学
生
時
代
の
友
人

に
会
う
た
め
新
潟
へ
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
ボ
ー
ド
に
行
き
た
い
で
す
。
最
近
は

足
の
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
に
凝
っ
て
い
ま
す
。
細
か
い
作

業
が
好
き
で
性
に
合
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
目
標
は
、
今
の
仕
事
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
患
者

さ
ん
と
た
く
さ
ん
接
し
自
分
の
腕
を
磨
く
こ
と
で

す
。
患
者
さ
ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
、「
池

田
さ
ん
に
診
て
も
ら
い
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

◯40

池田　美樹 さん
1985年生

田村歯科医院勤務

先月の村山達朗さんからのバトンタッチ。
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運
動
は
、
栄
養
・
休
養
と
と
も
に

健
康
づ
く
り
の
３
大
要
素
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
が
便
利
に

な
る
に
つ
れ
て
日
常
生
活
に
お
け
る

運
動
量
は
急
激
に
減
少
し
、
運
動
不

足
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
約
５

割
の
人
が
「
１
週
間
に
１
日
も
運
動

し
て
い
な
い
」と
い
う
結
果
で
し
た
。

（
平
成
18
年
11
月
実
施
「
健
康
と
お

か
ま
ち
21
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」よ
り
）

　
ウ
�
ー
キ
ン
グ
は
身
近
で
手
軽
に

で
き
る
運
動
で
す
。
ま
ず
は
１
日
５

分
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

○
骨こ

つ

粗そ

鬆そ
う

症し
�
う

の
予
防

○
転
倒
・
寝
た
き
り
の
予
防

○
こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
�
シ
�
　
な
ど

○
事
前
に
主
治
医
と
相
談

　
　
持
病
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
相

　
談
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
歩
く
前
に
体
調
確
認

　
　
そ
の
日
の
体
調
で
運
動
強
度
の

　
調
整
や
中
止
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
動
き
や
す
い
服
装

　
　
服
装
は
動
き
や
す
く
、
気
候
に

　
合
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
準
備
体
操
・
ス
ト
レ
�
チ

　
　
体
が
無
理
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
動

　
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
終
わ
っ
た

　
後
は
疲
れ
を
と
る
た
め
に
、
軽
い

　
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま

　
し
ょ
う
。

◇
近
く
の
買
い
物
は
歩
い
て
い
こ
う
。

◇
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
は
、
店
か
ら

　
離
れ
た
と
こ
ろ
を
利
用
し
よ
う
。

◇
通
勤
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

　
よ
う
。

 

生
活
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
活
動
量
を

 

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

・つま先にゆとりがある
・かかとにクッションがある
・通気性がある
・足にフィットする

※靴選びのポイント

キルトのトッキッキ登場！
　「第５回きものの街のキルト展」にトッキッキのキ

ルトが展示されました。およそ50㎝四方の作品は「手

作りショップ　ほっと（宮沢幸子代表）」の皆さんが

制作。トキめき新潟国体冬季大会バージョンのトッキ

ッキ（スキーを履いた“とっぴー”とスキーを持った

“きっぴー”）がデザインされています。作品は今後、「ほ

っと」の皆さんにより追加制作され、最終的には２ｍ

を超える大作に。完成後は国体開催時にクロスカント

リー競技会場

などに展示さ

れます。こち

らもお楽しみ

に。

　トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会の十日町

市開催をＰＲするラジオＣＭの制作を９月26日㈮、

高校生が行いました。エフエムとおかまちの協力を

得て、インターハイのＣＭに続き収録から選曲、編

集に至るまですべて高校生による制作です。

　協力してくれたのは十日町高校生徒会の２年生８

人。ＣＭ制作では、原稿・音楽・機械に役割分担し

て制作を進めた後、全員で収録・編集を行いました。

作業を終え出来上がったＣＭを８人でチェック。自

分たちで考えたナレーションと全員一致で決めたＢ

ＧＭのバランス最終調整を何度も重ねました。作業

開始から約４時間、「ＯＫ！」の一声に、８人には

充実感いっぱいの笑顔が広がり自然と拍手がおこり

ました。完成したＣＭは日曜日を除く毎日、エフエ

ムとおかまち（78. ３MHz）で放送されています。
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我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線213）まで

スポーツ振興課国体準備室　☎７５２̶３１０３

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

問合せ 健康支援課成人保健係
TEL757-9764（直通）

 

ウ
�
ー
キ
ン
グ
の
効
果

 

安
全
に
ウ
�
ー
キ
ン
グ
を
行
う
た
め
に

 

ウ
�
ー
キ
ン
グ
フ
�
ー
ム

目はやや遠くを
みる

あごは引く

胸をはり
背すじを
のばす

腕は90度にまげ
前後に大きくふる

脚はしっかりと
のばす

歩調は
リズムカルに

約90度

歩幅はできる
だけ広くとり
力強く着地はかかとから



　10月４日㈯、妻有焼陶芸センター（野中）がオープンしました。
記念式典で田口市長は、「新たな産業起こしに、また観光の柱となっ
て地域発展の核となることを期待しています」とあいさつしました。
センター前の広場には、地元住民が模擬店を出店する中「笹山縄文火
焔太鼓」やオカリナコンサートなどが行われオープンを祝いました。
田口市長とともに同センターの看板を掲げた㈱夢妻有代表取締役であ
り、入間地区の「明日を考える会」会長の佐藤三代治さんは、「旧野
中小学校が妻有焼陶芸センターに生まれかわり、感無量です。地元で
は、地元食材レストランや農産物直売所などを開いて、地域の活性化
を目指します」と喜びの表情で話していました。

食
の
大
切
さ
学
ぶ
通
学
合
宿

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
榛
名
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　

９
月
17
日
㈬
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
結

い
の
里
（
南
雲
）
を
宿
舎
に
水
沢
小
学
校
４
年

生
希
望
者
に
よ
る
通
学
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
自
ら
が
夕
食
を
作
る
こ
と
で
、
食
へ
の
関

心
や
共
同
生
活
を
と
お
し
て
自
分
た
ち
で
や
り

抜
く
強
さ
を
養
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
同
学

年
保
護
者
に
よ
る
実
行
委
員
（
山
崎
哲
嗣
代
表
）

の
主
催
で
、
参
加
児
童
は
17
人
。
家
庭
で
の
調

理
実
習
を
重
ね
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ト
ン
汁
な

ど
の
調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。山
崎
さ
ん
は
、「
体

験
を
と
お
し
て
食
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
㈰
、
榛
名
山
・
掃

か
も
ん

部
が
岳
（
１
、

４
４
９
m 

群
馬
県
）
を
目
指
す
、
市
民
ハ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
人
気
の
こ
の

催
し
に
今
年
も
定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ

り
、
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
て
46
人
が
参
加
。
十

日
町
山
岳
協
会
が
計
画
し
た
ル
ー
ト
を
途
中
休

憩
を
は
さ
み
な
が
ら
約
３
時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
掃
部
が
岳
は
峰
々
の
連
な

る
榛
名
山
の
最
高
峰
で
、
山
頂
付
近
の
登
山
道

か
ら
は
榛
名
湖
や
榛
名
富
士
を
望
め
る
人
気
コ

ー
ス
。
参
加
者
は
、
心
地
よ
い
秋
の
爽
風
に
浸

り
な
が
ら
軽
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

元気いっぱい！なかよしランド20周年大運動会児童が提言　クロカンコースの夏利用

　９月20日㈯、市民体育館でなかよしランドの大運動会が
開催され、親子など約60人が参加しました。なかよしラン
ドは、中央公民館の子育て支援事業の一つとして平成元年に
設立されて以来、20年にわたって親子のふれあいや保護者
同士の情報交換の場を提供してきました。運動会では、赤組・
白組に分かれた参加者たちが、かけっこやおんぶ、玉入れな
どさまざまなレクリエーションに挑戦。中休みには手作りヒ
ーロー“体操戦隊サンレンジャー”が登場し、会場を盛り上
げました。子どもも大人も元気いっぱいに体育館を駆け回り、
楽しいひとときを過ごしていました。

　９月25日㈭、吉田小学校（和田英史校長）の児童が、地元
の吉田クロスカントリースキー場の夏季利用について、地域
の人たちと話し合う総合学習が実施されました。来年開催す
るトキめき新潟国体スキー大会に向けて、全校で参加・協力
しようと進めている同校では、６年生がそれぞれにスキーコ
ースの夏季利用のアイデアを提案。花畑としてのいこいの場
や振動発電シートを使ったドッグラン場など、小学生の目線
でのさまざまな意見が出されました。小泉地区では、住民で
組織する国体部会や同スキーコースを語る会などが設立され
ていて、今後児童たちの意見をまとめて地元に提案されます。

産業と地域の活力に 妻有焼陶芸センターオープン

　９月19日㈮から22日㈪まで４日間、十日町市と津南町の小学生で
結成したサッカーチームが韓国を訪れ、文化・スポーツの国際交流を
行いました。文部科学省「日韓共同未来プロジェクト」の一環で、国
際的な視野を持つ青少年の健全育成や日本と韓国の友好親善を推進す
るため、平成14年ワールドカップ日韓大会開催以降、全国の青少年
を対象に実施されています。十日町市・津南町からは平成16年の遠
征以来２回目。十日町市と津南町の５つのサッカーチームから選抜さ
れた小学４年生以上の23人が、韓国の蠶田（ガムジョン）初等学校
を訪れて授業の見学や同校のチームと試合を行い、サッカーをとおし
た心の通う交流を楽しみました。

小学生がサッカーで国際交流

　

９
月
28
日
㈰
、
㈳
十
日
町
青
年
会
議
所
主
催

に
よ
る
講
座
「
親
学
講
座
」
が
十
日
町
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
㈻
浦
山

学
園
理
事
長
の
浦
山
哲
郎
さ
ん
。
講
義
で
は
、

教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不
足
す
る
子
ど
も
の
問
題

は
、
親
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
力
説
。

子
ど
も
の
心
を
育
て
る
に
当
た
り
親
が
心
す
べ

き
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
親
が
変
わ
り
成
長
す

る
こ
と
だ
と
説
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
親
学
の
大
切
さ
を
考
え
て

い
ま
し
た
。

親
が
成
長
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
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tokamachi topics

市報とおかまち『だんだん』平成20年10月10日号23

tokamachi topics



●
会
期
＝
10
月
11
日
㈯
〜
11
月
30
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

４
時
30
分
ま
で
）
●
会
場
＝
「
森
の

学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
●
休
館
日
＝
毎
週

火
曜
日
●
入
館
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
小
・
中
・
高
生
３
０
０
円
※
市

内
小
・
中
学
生
は
無
料
●
問
合
せ
＝

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎
５
９

５
―
８
３
１
１
）

　
模
擬
評
議
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
裁

判
員
を
模
擬
体
験
し
ま
す
。
●
日
時

＝
10
月
28
日
㈫
午
後
１
時
〜
５
時

（
開
場
０
時
40
分
）
●
会
場
＝
十
日

町
簡
易
裁
判
所
●
参
加
費
＝
無
料
●

定
員
＝
先
着
10
人
（
事
前
申
込
み
が

必
要
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日

町
簡
易
裁
判
所
（
☎
７
５
２
―
２
０

８
６
）

　
メ
イ
ド
in
と
お
か
ま
ち
が
大
集

合
！
十
日
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
第
11
回
「
土
木

の
日
」
ふ
れ
あ
い
・
体
験
パ
ー
ク
も

同
時
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月

25
日
㈯
・
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
（
25
日
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
６

時
ま
で
）
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
、
ク

ロ
ス
10
ほ
か
●
問
合
せ
＝
十
日
町
商

工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
商
店
街
が
ま
る
ご
と
１
０
０
円
シ

ョ
ッ
プ
に
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
25
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
中
心

商
店
街
●
問
合
せ
＝
「
と
お
か
ま
ち

１
０
０
円
商
店
街
」
実
行
委
員
会
（
十

日
町
商
工
会
議
所
内
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
ほ
く
ほ
く
線
十

日
町
駅
西
口
広
場
、
駅
構
内
コ
ン
コ

ー
ス
●
内
容
＝
地
元
児
童
・
園
児
の

太
鼓
演
奏
と
遊
戯
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
鉄
道
模
型
の
展
示
・
走
行
実

演
、
駅
弁
の
販
売
な
ど
※
10
月
11
日

㈯
〜
20
日
㈪
の
「
鉄
道
の
日
」
旬
間

中
は
、
駅
構
内
コ
ン
コ
ー
ス
で
写
真

展
・
鉄
道
機
器
を
展
示
●
問
合
せ
＝

北
越
急
行
㈱
（
☎
０
２
５
―
７
５
０

―
１
２
５
１
）

　
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
開
催
す

る
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
に
市

民
の
皆
さ
ん
を
無
料
招
待
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
26
日
㈰
午
後
０
時
50

分
〜
●
会
場
＝
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
●

定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
チ
ケ
ッ
ト

配
布
方
法
＝
10
月
10
日
㈮
〜
17
日
㈮

十
日
町
商
工
会
議
所
窓
口
に
て
配
布

※
受
付
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

１
人
２
枚
ま
で
●
問
合
せ
＝
十
日
町

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
尾
身
（
☎

０
９
０
―
３
９
８
２
―
１
２
１
３
）

●
日
時
＝
10
月
16
日
㈭
午
後
６
時
30

分
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
講
師
＝
ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン

さ
ん
（
元
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
員
）
●

問
合
せ
＝
十
日
町
平
和
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
７
―
０
２
７
２
）

●
日
時
＝
11
〜
12
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
受
講
料

＝
１
回
５
０
０
円
※
き
も
の
一
式
持

参
（
有
料
貸
出
あ
り
）
●
定
員
＝
10

人
（
当
日
受
付
可
）
●
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
現
代
木
口
木
版
画
界
の
第
一
人

者
・
柄
澤
齊
の
作
品
約
60
点
を
展
示

し
ま
す
。
●
会
期
＝
〜
11
月
30
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
４
時
30
分
ま
で
）
●
会
場
＝
星
と

森
の
詩
美
術
館
●
休
館
日
＝
毎
週
火

曜
日
●
入
館
料
＝
一
般
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円
※
団
体
（
20

人
以
上
）
は
50
円
引
き
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
１
０
０
円
引

き
（
割
引
の
併
用
不
可
）
●
問
合
せ

＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎
７
５
２

―
７
２
０
２
）

●
申
込
み
＝
申
込
書
を
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
た
は
市
総

合
体
育
館
へ
提
出
●
問
合
せ
＝
ネ
ー

ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎

７
５
７
―
１
８
８
９
）

【
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
】
●
日
時
＝

10
月
29
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
（
受
付
６
時
10
分
〜
）
●
会
場

＝
情
報
館
●
対
象
＝
ク
ラ
ブ
会
員
、

小
・
中
学
生
及
び
保
護
者
、
ス
ポ
ー

十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

チ
ェ
ン
・
ミ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

星
と
森
の
詩
美
術
館

柄
澤
齊　

木
口
木
版
画
展

〜
２
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
〜

と
お
か
ま
ち
１
０
０
円
商
店
街

第
１５
回
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

駅
西
ま
つ
り

十
日
町
産
業
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
・
太
極
拳
教
室

ツ
指
導
者
●
参
加
費
＝
ク
ラ
ブ
会

員

：

１
人
で
も
親
子
で
も
会
員
チ
ケ

ッ
ト
１
回
分
、
非
会
員

：

１
人
５
０

０
円
（
親
子
の
場
合
１
、
０
０
０
円
）

※
当
日
持
参
●
定
員
＝
先
着
１
０
０

人
●
申
込
み
締
切
＝
10
月
22
日
㈬

【
太
極
拳
教
室
】
●
日
時
＝
10
〜
12

月
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
※
10
月
13
日
・
11
月
３
日
・
12

月
29
日
を
除
く
●
会
場
＝
市
総
合
体

育
館
●
参
加
費
＝
２
、
５
０
０
円
※

初
回
参
加
日
に
持
参
●
定
員
＝
20
人

程
度

●
日
時
＝
10
月
12
日
㈰
〜
26
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
12
日
は

午
後
２
時
〜
、
日
曜
日
・
祝
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
●
会
場
＝
情
報
館
●

問
合
せ
＝
　
あ
か
ね
会
（
☎
７
６
８

―
４
０
１
３
）

●
日
時
＝
10
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
●
会
場
＝
旧
飛
渡
第
二
小
学
校

体
育
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演
＝

桐
島
誠
二
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ

ほ
か
●
問
合
せ
＝
チ
ー
ム
新
潟
・
水

落
（
☎
０
９
０
―
４
７
３
２
―
０
９

２
１
）

　
樹
木
や
花
な
ど
を
使
っ
た
花
ア
ー

ト
展
で
す
。
会
期
中
は
体
験
教
室
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
10

月
26
日
㈰
・
11
月
１
日
㈯
に
は
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
●
会
期

＝
10
月
25
日
㈯
〜
11
月
９
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
園
は
４

時
ま
で
）
●
会
場
＝
エ
デ
ン
の
花
畑
・

管
理
棟
「
花
の
城
」
●
入
園
料
＝
５

０
０
円
●
問
合
せ
＝
エ
デ
ン
の
棚
田

（
☎
５
９
６
―
３
３
５
０
）

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
と
つ
ま

り
の
里
の
合
同
文
化
祭
で
す
。
●
日

時
＝
10
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
養
護
老
人
ホ
ー

ム
妻
有
荘
●
内
容
＝
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
バ
ザ
ー
、
喫
茶
、
作
品
展
示
な

ど
●
問
合
せ
＝
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻

新
潟
震
災
復
興
支
援
ラ
イ
ブ

笑
顔
と
な
み
だ
の
輝
き

な
か
ま
の
家
書
道
ク
ラ
ブ

２０
周
年
記
念
展

あ
な
た
の
街
の
裁
判
所
で

プ
チ
裁
判
員
体
験

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

不
思
議
な
う
ず
巻
き

カ
タ
ツ
ム
リ
展

女子レスリング 2008

　全日本女子レスリングチームがオ

リンピックや世界選手権の凱旋報告

会を行います。大活躍した選手たち

をいっしょに歓迎しませんか。

日時　10月28日㈫ 午後５時15分〜

会場　市役所本庁前広場

※10月26日㈰開催の十日町産業フ

ェスタ2008では、選手の皆さんが

クロス10へ来場する予定です。

○問合せ

全日本女子レスリング後援会事務局

山川・上原

（㈱丸山工務所内　☎757-8125）

北京オリンピック大会
世界選手権東京大会

選手団凱旋報告会

有
荘
（
☎
７
５
８
―
２
０
５
０
）

●
日
時
＝
10
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
下
条
三
好
園
・

み
よ
し
台
●
内
容
＝
作
品
展
示
、
軽

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
●
問
合
せ
＝
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
☎
７
５

６
―
２
１
０
６
）

　「
天
地
人
」
と
の
か
か
わ
り
と
里

山
の
風
情
を
訪
ね
ま
す
。
●
日
時
＝

11
月
２
日
㈰
午
前
８
時
30
分
出
発
※

雨
天
中
止
●
集
合
場
所
＝
ほ
く
ほ
く

線
ま
つ
だ
い
駅
●
参
加
費
＝
１
、
０

０
０
円
●
定
員
＝
先
着
10
人
●
コ
ー

ス
＝
ま
つ
だ
い
駅
〜
熊
越
山
〜
太
平

〜
菅
刈
〜
松
之
山
街
道
〜
犬
伏
（
約

７
㎞
）
●
持
ち
物
＝
昼
食
、
雨
具
な

ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
越
後
ま
つ

だ
い
歩
こ
う
会
・
若
月
（
☎
５
９
７

―
２
４
５
４
）

　
箏こ
と

・
尺
八
・
三
弦
を
中
心
に
ピ
ア

ノ
・
フ
ル
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
楽

器
を
組
み
入
れ
た
演
奏
会
で
す
。
●

日
時
＝
10
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝

一
般
１
、
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
●
問
合
せ
＝
双
葉
会
事
務
局
・

滝
沢
（
☎
７
５
７
―
９
２
７
０
）

●
会
期
＝
10
月
29
日
㈬
〜
11
月
９
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
※
最

終
日
は
４
時
、
日
曜
日
・
祝
日
は
５

時
ま
で
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
生
越
（
☎
７
５

６
―
２
２
８
１
）

　
い
っ
し
ょ
に
レ
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
11
月
８
日

㈯
午
後
７
時
〜
（
受
付
６
時
30
分
〜
）

●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
参
加
費
＝

５
０
０
円
※
当
日
受
付
●
そ
の
ほ
か

＝
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
内
履
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝

高
橋
（
☎
７
５
７
―
２
６
８
６
）

●
日
時
＝
10
月
18
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
（
開
場
６
時
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
年
少
以
上
１
人

２
、
５
０
０
円
（
当
日
３
、
０
０
０

円
）
※
全
席
自
由
●
問
合
せ
＝
ニ
コ

ニ
コ
・
ス
マ
イ
ル
の
会
（
☎
７
５
７

―
９
５
４
０
）、
加
賀
書
院
（
☎
７

５
２
―
２
１
１
４
）

　中里地域各地で収穫祭が開催されます。
◆なじょだの市
　清津川ではぐくまれた清流野菜や新米を販売
します。
　日時：10月25日㈯　午前９時〜正午
　会場：ラピーヌ雪街道駐車場
　問合せ：中里支所農林建設課（☎763-2510）
◆第９回ゆくら収穫祭
　もちつき大会や利き酒、お米クイズなどイベ
ントいっぱい！
　日時：10月26日㈰　午前10時〜午後３時
　会場：ゆくら妻有
　問合せ：ゆくら妻有（☎763-2944）
◆貝野の野菜市
　地元野菜を販売します。採れたて野菜のとん
汁サービスがあります。
　日時：10月26日㈰　午前10時〜午後３時
　会場：ミオンなかさと駐車場
　問合せ：中里支所農林建設課（☎763-2510）
◆釜川直売市
　おじいちゃんおばあちゃんの採れたて野菜を
販売します。
　日時：11月２日㈰　午前９時〜正午
　会場：大村建設倉庫前（高道山）
　問合せ：中里支所農林建設課（☎763-2510）
◆なかさとの米・食べくらべ販売会
　農家がこだわり抜いた新米を試食・購入でき
ます。
　日時：11月２日㈰・３日（文化の日）
　午前10時〜午後３時
　会場：清津峡温泉せとぐち（西田尻）
　問合せ：なかさと米を食おう会（☎763-2431）

中里
地域 みんなで来ねかの！収穫祭

講
演
会
「
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵

が
語
る
　
ほ
ん
と
う
の
戦
争

〜
命
の
尊
さ
と
は
〜
」

妻
有
祭

エ
デ
ン
の
花
畑
　
樹
の
華
展

三
好
園
じ
ょ
ん
の
び
祭

古
道
松
之
山
街
道

　
　
　
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

双
葉
会
２５
周
年
記
念

　
　
「
お
こ
と
」
演
奏
会

フ
ォ
ト
企
画
妻
有
　
写
真
展

ハ
ロ
ハ
ロ
レ
ク
ダ
ン
ス

ニ
コ
ニ
コ
・
ス
マ
イ
ル
の
会

ケ
ロ
ポ
ン
ズ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

24市報とおかまち『だんだん』平成20年10月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年10月10日号25

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



(高) (笛)

▼
長
か
っ
た
残
暑
も
終
わ
り
、
す
っ
か
り

秋
の
気
配
に
な
り
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば

食
欲
の
秋
を
真
っ
先
に
連
想
す
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の
一
人
。
お

い
し
い
キ
ノ
コ
を
食
べ
な
が
ら
の
一
杯
を

思
い
出
す
と
、
家
路
に
つ
く
足
取
り
も
軽

く
な
り
ま
す
。

▼
10
月
に
な
る
と
ひ
そ
か
に
楽
し
み
に
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
意
外
に

知
ら
な
い
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
1

か
月
間
に
わ
た
る
「
そ
ば
ま
つ
り
」
で

す
。
そ
ば
と
い
え
ば
旧
十
日
町
市
時
代
か

ら
十
日
町
を
代
表
す
る
食
べ
物
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
有
名
で
す
。
ま
つ
り
期
間
中
は

市
内
20
の
店
舗
で
、
て
ん
こ
盛
り
の
そ
ば

▼
９
月
29
日
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
は
、こ
の
市
報
の
愛
称「
だ

ん
だ
ん
」
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
す
。
テ
レ

ビ
の
方
の
「
だ
ん
だ
ん
」
は
、
島
根
県
の

出
雲
こ
と
ば
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

方
言
だ
そ
う
で
す
。
市
報
の
愛
称
は
合
併

し
た
ば
か
り
の
平
成
17
年
に
募
集
し
、
方

言
の
あ
い
さ
つ
「
だ
ん
だ
ん
ど
う
も
」
に

通
じ
、
河
岸
段
丘
や
だ
ん
だ
ん
畑
・
田
の

イ
メ
ー
ジ
も
重
な
り
、
ま
た
、
だ
ん
だ
ん

よ
く
な
る
な
ど
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か

ら
、昭
和
町
１
の
関
口
美
智
江
さ
ん
の「
だ

ん
だ
ん
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
テ
レ
ビ
は
双
子
の
女
優
「
マ
ナ
カ
ナ
」

が
ヒ
ロ
イ
ン
を
務
め
、
島
根
県
と
京
都
を

舞
台
に
、
離
れ
離
れ
に
育
っ
た
二
人
が
奇

跡
的
に
再
開
し
成
長
を
し
て
い
く
と
い
う

が
普
通
盛
り
の
料
金
で

食
べ
ら
れ
ま
す
。
し
ば

ら
く
は
体
重
計
と
格
闘

す
る
日
々
が
続
き
そ
う

で
す
。

物
語
で
す
。
テ
レ
ビ
同

様
に
、
市
報
の
「
だ
ん

だ
ん
」
も
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ー
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
（
内
線
１
５
３
）

　
10
月
１
日
㈬
か
ら
、「
十
日
町
車

庫
―
小
千
谷
車
庫
」（
本
町
西
線
経

由
）
の
運
行
内
容
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
①
十
日
町
車
庫
午
後

２
時
３
分
発
小
千
谷
車
庫
行
き
、
小

千
谷
車
庫
午
後
１
時
45
分
発
と
午
後

３
時
45
分
発
十
日
町
車
庫
行
き
、
水

口
午
前
８
時
33
分
発
十
日
町
車
庫
行

き
（
土
日
祝
日
等
運
行
）
の
４
便
の

運
行
が
取
り
止
め
②
十
日
町
車
庫
午

後
０
時
３
分
発
小
千
谷
車
庫
行
き
が

水
口
行
き
（
土
日
祝
日
等
運
休
）
に

変
更
③
十
日
町
車
庫
午
前
10
時
13
分

発
小
千
谷
車
庫
行
き
と
小
千
谷
車
庫

午
前
11
時
45
分
発
十
日
町
車
庫
行
き

が
「
土
日
祝
日
等
運
休
」
に
変
更
●

問
合
せ
＝
越
後
交
通
㈱
十
日
町
営
業

所
（
☎
７
５
７
―
２
１
０
３
）

　
11
月
４
日
㈫
か
ら
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に
関

す
る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
十
日

町
税
務
署
の
代
表
電
話
が
自
動
音
声

案
内
に
変
わ
り
ま
す
。
具
体
的
な
操

作
は
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
10
月
24
日

㈮
を
も
っ
て
、
税
務
相
談
室
新
潟
分

室
・
長
岡
分
室
は
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
☎
７

５
２
―
３
１
８
１
）

　
10
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
の
２
日
間
、

施
設
点
検
・
整
備
の
た
め
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
ミ
オ
ン

な
か
さ
と
（
☎
７
６
３
―
４
８
１
１
）

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
期
日
＝
10
月
20
日
㈪
〜
24
日

㈮
●
問
合
せ
＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台

（
☎
５
９
５
―
６
１
８
０
）

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
事
業
主
は
、
十
日
町
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

十
日
町
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
新
潟
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
☎
０
２
５
―
２
３
４

―
５
９
２
１
）
ま
た
は
十
日
町
労
働

基
準
監
督
署
（
☎
７
５
２
―
２
０
７

９
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎

７
５
７
―
２
４
０
７
）

　
10
月
は
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

で
す
。
家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品

か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
や
不
法
無

線
局
な
ど
に
よ
る
放
送
電
波
の
受
信

障
害
は
、
良
好
な
放
送
受
信
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。
信
越
総
合
通
信
局
で

は
、
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、

ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電

波
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
▼
不
法
無
線
局
が

原
因
と
思
わ
れ
る
も
の

：

監
視
調
査

課
（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
７

６
）
▼
そ
れ
以
外
が
原
因
と
思
わ
れ

る
も
の

：

受
信
障
害
対
策
官
（
☎
０

２
６
―
２
３
４
―
９
９
９
１
）
▼
そ

の
ほ
か
の
行
政
相
談

：

総
括
調
整
官

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
６
１
）

　
上
場
会
社
の
株
券
電
子
化
は
、
21

年
１
月
実
施
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
株
券
が
電
子
化
さ

れ
る
と
、
現
在
の
株
券
は
無
効
と
な

り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど

の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管

理
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
株
券
が

本
人
以
外
の
名
義
に
な
っ
て
い
る

と
、
株
主
と
し
て
の
権
利
（
株
式
価

値
・
配
当
金
の
受
け
取
り
な
ど
）
を

失
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
有
す
る

株
券
の
名
義
を
確
認
し
、
本
人
名
義

で
な
い
場
合
は
必
ず
名
義
書
換
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
日
本
証
券
業
協
会
株
券
電
子
化

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
03
―
３
６
６

７
―
４
５
０
０
）

　
21
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
規

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数

＝
１
人
●
受
験
資
格
＝
21
年
４
月
１

日
現
在
、
満
30
歳
以
下
で
精
神
保
健

福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
し
、
通
勤
可
能
な
人
（
資
格
取

得
見
込
み
者
含
む
）
※
要
自
動
車
普

通
免
許
●
勤
務
場
所
＝
法
人
が
運
営

す
る
障
害
者
福
祉
施
設
●
給
与
＝
法

人
の
給
与
規
定
に
よ
る
●
試
験
日
＝

12
月
７
日
㈰
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

11
月
30
日
㈰
（
29
日
㈯
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
専
用
の
申
込
み
用
紙
と
小

論
文
を
〒
９
４
９
―
８
５
２
５
十
日

町
市
幸
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

（
☎
７
５
８
―
２
０
５
０
）

　
11
月
２
日
㈰
に
キ
ナ
ー
レ
で
行
わ

れ
る
環
境
フ
ェ
ア
で
、
不
用
品
を
代

理
販
売
し
ま
す
。
●
不
用
品
受
付
日

時
＝
10
月
24
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
●
受
付
方
法
＝
不
用
品
に
希
望

価
格
を
付
け
て
市
民
体
育
館
に
持
参

●
そ
の
ほ
か
＝
①
売
上
金
の
20
％
を

手
数
料
と
し
て
差
し
引
き
ま
す
②
原

則
と
し
て
残
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん

③
衣
類
は
新
品
か
新
品
に
近
い
も
の

に
限
り
ま
す
●
問
合
せ
＝
市
消
費
者

協
会
（
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
内

内
線
１
５
７
）

　
今
年
３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
人

は
、
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
人
で
す
。
ま
だ
「
年

金
記
録
回
答
票
」
を
出
し
て
い
な
い

人
は
必
ず
出
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月

か
ら
は
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
あ
て

に
、
６
月
か
ら
は
す
べ
て
の
加
入
者

あ
て
に
緑
色
の
封
筒
で
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」
が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
年
金
記
録
が
正
し
く
な
れ

ば
、
年
金
額
が
増
え
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」

が
な
く
て
も
、「
年
金
記
録
回
答
票
」

は
必
ず
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
ね
ん
き
ん
特

別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

―
０
５
８
―
５
５
５
）、
Ｉ
Ｐ
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
（
☎
03
―
６
７
０
０

―
１
１
４
４
）、
ま
た
は
新
潟
社
会

保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
（
☎
０

２
５
―
７
１
６
―
０
８
０
０
）

　
沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園

内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
す
べ

て
の
皆
さ
ん
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念

碑
「
平
和
の
礎
い
し
ず
え」
が
あ
り
ま
す
。
次

に
該
当
す
る
場
合
で
、
ま
だ
刻
銘
さ

れ
て
い
な
い
人
は
追
加
刻
銘
で
き
ま

す
。
●
対
象
＝
昭
和
19
年
３
月
22
日

〜
昭
和
21
年
９
月
７
日
の
間
、
沖
縄

県
区
域
及
び
南
西
諸
島
周
辺
で
沖
縄

戦
争
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
人
●
問

合
せ
＝
福
祉
課
援
護
係
（
内
線
１
３

１
）、
各
支
所
健
康
福
祉
課
ま
た
は

県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
（
☎
０

２
５
―
７
５
７
―
２
４
０
０
）

　
10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
里
親
制

度
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
、
児
童
虐

待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
い

っ
し
ょ
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
、

温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ

た
里
親
家
庭
が
迎
え
入
れ
養
育
す
る

制
度
で
、
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
大
好

き
で
、
健
康
的
で
明
る
い
家
庭
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
制
度
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
児
童
相

談
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
５
―
７
７
０
―
２
４
０
０
）

　
16
年
９
月
〜
10
月
に
か
け
て
日
本

海
側
を
中
心
に
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂

取
を
共
通
点
と
す
る
原
因
不
明
の
急

性
脳
症
が
多
発
し
、
本
県
で
は
昨
年

10
月
に
も
急
性
脳
症
の
疑
い
の
あ
る

患
者
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ギ
ヒ

ラ
タ
ケ
摂
取
と
の
因
果
関
係
は
い
ま

だ
不
明
で
す
が
、
原
因
が
究
明
さ
れ

る
ま
で
は
摂
取
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興

局
健
康
福
祉
部
（
☎
７
５
７
―
２
４

０
０
）

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
21
日
㈫
午
後
３

時
〜
５
時
30
分
●
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
市
民
係
（
内
線
１
５
３
）

　
総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務
所
で

は
、
行
政
相
談
制
度
の
理
解
と
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
行
政
相
談
週
間

を
定
め
て
い
ま
す
。
総
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
行
政
相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
行

政
相
談
所
の
開
催
日
な
ど
は
、
毎
月

25
日
号
の
市
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
（
内
線
１
５
３
）

　
困
り
ご
と
や
法
律
的
な
諸
問
題
の

悩
み
な
ど
に
弁
護
士
や
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
●
日
時
＝
10

月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
※

法
律
相
談
は
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
※

法
律
相
談
の
み
要
予
約
。
毎
週
木
曜

日
に
市
役
所
本
庁
で
行
っ
て
い
る
法

律
相
談
は
休
み
【
特
設
人
権
相
談
所
】

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
松
代
総
合
セ
ン

寄付ありがとう
９月25日届出分まで(敬称略)

●十日町市へ＝十日町農業協同

組合（災害備蓄用２リットル

ペットボトル飲料水2,004本）

●とおかまち応援寄附金へ＝滝

沢政治（神奈川県横浜市）福

武總一郎（岡山県岡山市）秋

山透（埼玉県さいたま市）保

坂誠栄（東京都瑞穂町）水落

力（神奈川県横浜市）

●交通遺児等援助基金へ＝上町

俄若衆連中（17,427円）

●情報館へ＝上村政基（上野）小

堺哲也（浦田）丸山浩（稲葉）

大桃久夫（魚沼市）宮沢喜平

（埼玉県草加市）荒井登志夫（神

奈川県横浜市）神戸治夫（神

奈川県川崎市）津南町教育委

員会（津南町）

●博物館へ＝田中昭治（谷内丑

２）阿部恭平（長岡市）

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
人

の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
を

控
え
ま
し
ょ
う

更
新
作
業
の
た
め
、
電
子
証

明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

１０
月
２０
日
㈪
〜
２６
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

困
り
ご
と
相
談
会

  

（
法
律
・
行
政
・
人
権
）

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

展
示
替
え
の
た
め
、
ま
つ
だ
い

農
舞
台
が
休
館
と
な
り
ま
す

バ
ス
の
運
行
内
容
変
更
の

お
知
ら
せ

税
務
署
の
代
表
電
話
が
自
動

音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す

１０
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

の
相
談
は
信
越
総
合
通
信
局
へ

上
場
会
社
の
「
株
券
電
子
化
」

２１
年
１
月
実
施
で
準
備
中

社
会
保
険
庁
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

環
境
フ
ェ
ア
（
不
用
品
代

理
販
売
会
）
不
用
品
募
集

（福）
妻
有
福
祉
会
職
員
募
集
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苧島のシンボル

小島日
ひゅうが

向さん（１年）

山本　桜
さくら

さん（３年）

小島勝
かつ

貴
き

さん（５年）

佐藤花
か

音
のん

さん（２年）

山本未
み

来
く

さん（４年）

　箱に伊沢和紙をはって、かっこいい消防車を作りました。中に電球を入れて、光るようにしました。犬伏である「ほたる展」に出したいです。優勝できるといいなぁ。

　お菓子のおうちの楽しい夢を見ました。
屋根はチョコレート、壁にはケーキなどが
付いていて、きれいな色でおいしそうにし
ました。こんなおうちに住んでみたいです。

　松苧神社は、ずっと昔から犬伏にあっ

てすごいと思います。ぼくたちは秋の遠

足で掃除に行きます。これからもみんな

で大切にしなければならないと思います。

　私は、１・２年教室から見た景色が好

きです。特に春の山の緑が一番いいです。

グラウンドで遊ぶみんなの楽しそうな笑

い声が聞こえてくるように描きました。

　小さいころから雲に乗ってみたいと思っ
ていました。雲の上には、遊園地やレストラ
ンがあります。フワフワ楽しそうだったり、
怖そうだったりいろんな表情にしました。

し
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学
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で
き
ち
ゃ
っ
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柳
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さ
ん（
６
年
）

　

私
の
集
落
の
バ
ス
停
脇
に
あ
る
大
き

な
石
地
蔵
で
す
。
毎
日
や
さ
し
い
笑
顔

で
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

集
落
の
人
た
ち
が
か
さ
を
か
ぶ
せ
て
あ

げ
た
り
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
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■ 人　口  61,500人（－36） 男  30,099人（－18）  女  31,401人（－18）
■ 世帯数  19,966世帯（－14） ９月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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